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復刻にあたって

h;! 本の必ず1 は次のように変濯している 。

|刻州立1! 築協会最m誌:J (大 lE 6 年 9 月- 7 年12) 1) 

r  11 1j "kJ ! 築協会主( E誌J ( 大正 8 年 1 )1 - 8 年12) 1) 

主主築と社会J (大A 9  '1'- 1 川以降)

1A紙を .('j : r縮小して収録した場介がある 。 また、岡本が附i

lぷされているため、不完全なものがある 。

|析 J&. による不完全な文字は中JLみ，( ( したものがある 。

ぷ紙の刷色は一色に統ー したためJJ;i 本とは災なる 。

11絵はカラーのI ( も全て! ! .¥一色 でI:II!Mした 。

「会宇| むの j岳民には乱れがあるが、 JJ;i 本のままとした 。

作W: ごとの「総日鈷」は、発見できたものに限り、" 去、月W:

の第・りの，jij に収Sました 。

災1A紙は、 『第 -W: 第一 り』 に| 製り収鈷した 。

1[(大の発n ll は、奥H に記されたものを採用した 。

， ｪ￭ｪｦＮ ｪｽぶ［りの引 ￭ｬ えび後 ｈ ｊＮよ［つは収鈷しなか っ た 。 ｲｊｾ［ りょｴＮ ＡｉＧｵ

「 μ Ｎ ｾ ;1; .  11 i.大」およひI riIJ ・1戊jぶ行 -'fl
J

( 復刻に f毘し新たに斜l

み、付け加えた) を参照して Ifi きたい。

また、 JL;l f ｴＨ にはｾＡｬ ｴ 1' 1の t( が付けられているため、本御

室'J) 阪の広 ;1; .t( のt ( は- l ' t していない。

本復刻版は日本位築協会所lほのJJ;i 本を{ 史川した 。

(イミー二山n反)
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第26輯 第11競 昭和18年 11月後行
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曾
峰三

口

奈 夏 地 方 見 翠 御 案 内

大阪地方曾勢幹事曾 11 月の行事として下記の遁り奈良市内の併閣、古

蹟を見皐併せて紅葉深き春日野の秋色 を 観賞いた します何卒奮て御参

力日あらんことを

日 時

集 合 所

行 程

夕 食

実 逼 費

曾 費

締 切

11月25日( 木) 午後 1 時集合( 晴雨不論)

関念奈良騨降車口

奈良市内元奥寺ー木辻( 木辻格子) ー十輸院ーJ福地院一頭塔一新

薬師寺一春日野秋色

奈良ホアノv ( 午後 6 時頃) 午後 7 時解散の議定

御自弊のとと

金7 圏 也 振 替 ( 大 阪39975) 其他によ P前納のとと

11 月24 日午前中迄に着する様「ρ ガキ」を以て御申込みの ζ と

但し諌定数に達した場合は期目前でも締切 Dます

O 参加者は本協曾員に限 b ます

。 曾員章は必ず御侃用願ひます

。 代人並に同伴者は御断 D致します

。 嘗日警戒警報装令の場合は中止致します

昭 和 1 8 年 1 1 月

曾 勢 幹 事 曾

不 明 梯 込 金 に 就 て

本年 1月29 日附京都寺町二僚局より振替にて梯込を受けたる金萱園也

及び本年 8 月30 日附東京下落合局より振替にて梯込を受けたる金四闇

也は梯込人及其目的記入洩れのため整理上困難致して居ります御心嘗

りの向は至急御知らせを願ひます

昭 1 8 年 1 1 月

社 圏 法 人 日 本 築 建 協 倉



方 と 民

........ 

a  ( 註〉 j龍 津 島 弓

一日本建築史の一方法としての民俗皐ー

都 と 部

品吾よそ歴史をかへりみるに、図運隆昌に赴き園

民精神の昂揚せるときは、つねにその文化の根祇

に復古主義が横たはって居れしかもそれは洋の

東西、時の古今にわたる治則とされてゐる。現に

とのととを眼前の事質として端的に示してゐる現

象は最近のわが園出版界に於ける古典ものの流行

でるらう。記・紀・商業の類はいふ陀及ぼ歩、大

凡いはゆる閣文撃と稽せられるものに闘する園書

の氾滋は、正に文字通りの文室長復興であるといは

ねばたらぬ。

かかる「古典の復興J rcmi して「閑語の整備」

といふととがまた一つの緊; 缶四国である。務j ; rc 最

近は大東亜共策閣の建設といふ11丹窃に逢:著して、

岡i諾は更めて「日木語」として反省、されるととと

君主った。従ってまた明治時代以来の「標準語」の

問題はとの際吏めて「疋しき日本語」の問題とし

て再登足を要請されるととと怠った。しかもとの

新しい要請陀劃する言はぽ部分的答案として、字

音蝦名遣ひや標準漢字の虫11 きものが提出されてゐ

るのである。かくて現下の国語問1 mは、古典への

四時と新しき日本語の琵足といふ、一見相反し、

場合によっては互に相克するが如き二元的封立の

観を j 乏してゐるのである。が、今日の斯やうな現

象 L その由って来るととろは、既に明治初年以

来約束されてゐ? とととろである。

明治の文化政策にあっては「園語」主主るものが、

与問研究の立場と日常費践の立場と互に波交渉の

ままに放置されてゐ? と。即ち、暴問研究の立場に

るつては古典的文献に存するものが純正君主闘語と

され、いはゆる図文皐とは古典的文献の訓話解緯

陀外ならえにかったといふも過言でない。しかるに

一般図民の立場に於ては標準語の名の下K 、質は

理怨化された東京方言を一憾習得するととが教育

的義務であった。ー・臆脅得とは 、その標準語はた

だ敬科書の上にのみ在って 、全閣津 k?市k 、ひと

たび教師と児童との直接態答と君主ると 、忽 ち夫々

の土地に即した方言が活躍を始めたからである。

標準語も亦要するに一極の易昼間的存在に外君主らえE

かった。そしてとのこつの立場に共通なととは、

宛も審物、金離れては閤語が成立しゑいかの如き観

を呈してゐたととである。

聞文撃が古典的文献を以て正統とする態度に

は、すでに哲幕時代以来の閣撃の体統が' " !J . 其

所rc ; j ; ; . のづから閤民精神の泌整せられた功績は否

むととが出来ぬ。また明治時代以来、標準語の普

及といふととが、地方文化む封建的分立を相互融

通せしめて図民文化海成の原動力と主主ったととも

認めねば主主らぬ。が. とのこつの方向は. そのま

までは要するに生ける園語の現質に接蹄する機合

を持たぬといふととも事1主であった。それは、 方

言及るものの存夜を軽視してゐたからである。貨

に方言は、農村rc r ，魚、村に叉各地の町々に、日常生

活の言葉として、しかも古い歴史と停統とを負ラ

て、生 きてはたらいてゐるのである。

方言及るものが各地特有のもの君主るが放に普遍

性に乏しいととは首宵されねば左足らね。が、方言

が正しい圏諸から横ｾまに外れたもの、乃至は粗

雑化したものであるとする如き見解は首肯し難

い。しかも、かかる見解が一般の常識で言うれあ

〈駐〉最初続斡の方か b 探せられた題目は「建築史撃の一方法として の語の研究J K 闘するものといふのであっ

た。が、それでは問題が抽象的す tf るので諒解を得て上掲の宇ろな題目 K あらためた。とれはかねて考へ

てゐた問題であ p 、訟に断 Jt 的には 一 二 専 門 外 の誌 紙K 随筆として寄せたと ともあるが、今回求 められる

ままに敢て不備をかへ P みず一路まとめてみるとととした。大方の商産主を希ふ次第でるる。

1  XJ  



まっさへ方言は俗語と同一視される傾向さへあっ

た。が、既に新井白石も注意してゐる如く「方言

の中にも亦、各、雅言るり「俗言守護うり J ( 東雅)

で、方言必ヂしも俗語で、はない。江戸末期の刊本

君主る「物類呼稽( 諸園方言) J の序文にも「畿内に

も俗語るれば東南の謹閣にも雅言ありて是非しが

たし」といってゐる。更にまた、 Eき算家として知

られた西川如見の如き、はその著「町人麓J (巻

三〉のはじめに「都の詞にもかたとと多し。ゐ友

かの詞友りとて笑ふべから歩。紳代の遺風は結句

外;;j f f ' L 残りである事多しとかや」と. 方言の歴史

的意義にまで開設してゐるのである。即ち、いは

ゆる神代の遺風が一一従って言葉もまた一一都に

ては頗々たる流行の費化のために疲れ去ったにも

かかはらすヘ田舎に於てはその生活の保守的君主る

が故に傍承しつづけられるといふのでるる。との

ととは既に古し賀茂翼淵が寓葉集の東歌の用語

に闘して説いたととろであるが、新しくは日本民

俗撃の開拓者なる柳田園男氏によって「方言周圏

説」として提唱されたととるである。かくて、古

き都に於て嘗て語られたととのある「みやび」左足

言葉が. 園らす= も方言といふ「ひなぶり」姿に身

をやっして回合の片隅にかくれてゐるといふ秘密

が首肯されねば君主らぬ。

: 1 と 官

コトバとは何か -一わが閣には古来コトダマと

いふ語がある。またコトワリといふ語がある。そ

の深い意味に関しては言語哲撃にゆづらねば左足ら

ぬが、一見明瞭な如くとれらの語に一貫して存す

るととろのものは「コト」であるi。とれを漢字に

よって示せば「言」であるとともに「事」でもる

るが、その根源に於ては「言即事」である。吾人

は蕊に言葉が未だ文字化せすヘ人々の口よりロへ

と生きて動いてゐ? と原初の姿を思ひうかべねぽ主主

らぬ。もとより斯やうなととは常識として周知の

ととであらう。が、との周知のととも、従来はた

だ、主として闇語撃者君主 e f ' L よづて、抽象的友意

味として考へられ Ｗ てゐ＿とにすｾない。しかるにと

のととを具瞳的危事物に即して端的に賓詮ぜんと

したのが民俗率一波白人々であった。いはゆる

「方言の採集」といふがそれで、るる。それは在来

XI 2  

言語皐者が試みてゐた如き皐なる語設の蒐集や比

較研究に止まら歩、むしろその語義を手段とし

て、とれによって語られてゐるととろの各地の事

物を調査研究するのである。その率涯の語を滑れ

ば「民俗語義」によって「民間停承」を求めるので

ある 6 尤もかかる方法は、つとに稿逸の民俗皐者

メリングル氏 ( Meri nger) の唱道したととろであ

れ氏はその趣旨のもとに「言葉と物事J ( Wor t er

und Sachen)  主主る機関誌を蛮行してゐた由であ

る。吾人はとのドイツ語に謝して‘ わがヤマトコ

トパに於ては言と事とが共に根源的君主「コト」に

踊するととの深き意義者どととに史めて省みるべき

である。

元も、民俗皐はその方法に於て言・事の同一性

から出聾したにしても、その赴くととろは多岐に

わたってゐる。且との率低は民間篤志家によって

育成せられたもの友るが故に. 中には単主主る好事

者流も少く主主い。従って正統主主皐界から見れば.

要するに素人の雑皐にすｾぬとして軽視される傾

さへあった。が、その間ゐのづから確乎? とる方法

の存ずるあって、今日では阪に隈然たる一誠とし

ての存在を否むわけにはゆか友い。しかも泉界の

一部には. つとに民俗皐的方法を採用するととに

よって新生面を開拓し、既に多大の牧穫をあげ得

た向も少〈主主いのである。 また現に、昨春の日

本諸拳振興委員舎の委員側よりの報告に徴するに

一一それは「圏語圏文皐J f ' L 闘するものであるが

一一最近の強表者の中に「相雷撤多くの民俗皐的

立場による者の「進出」が注意せられてゐる程で

ある( 東京帝大教援、久松潜一氏「園語圏文皐特

別皐舎記」及て人東京女子大教授、西尾賀民「園

語圏文率特別合所見J )。

ヨえいで昨秋の「園語と園文皐」誌には東北帝大

数援、小林好日氏の「語源与と方言語葉皐」と題

ナる甚だ示唆的友論設が護表された。つとに方言

象者として令名ある氏は、との論設に於て具瞳的

君主語例をとあげつつ、わが圏の語源皐のために方言

研究が新しき方法た提供すべきととを提唱された

のである。所論の全般' ，i : 蕊に要約する遣をもた

ぬ。が、その中からの嘗面の問題に劃して特に示

唆的と思はれるととろを摘記してみるとととしよ

う。日く一一



今日香々が言語の歴史的研究法に開眼して、誇の

形態を語根、接頭降、接尾置持等に分析する方法を知

つでも 、日本語に於てはその研究に限度がある。

分析できる語は少数の限られたもので、分析でき

ない誇の万が多いと思はなければならない。とれ

からさき図語隼が主主歩しでも、函誇の文献による

研 究κ と1 : ' まってゐる限り、あまり有望のやうに

恩はれない。云々、

と、また日く一一

わが図に於ては方言語象拳と稽すべきものは西洋

に於ける語源患に代るべきもので、わが箇陀於け

る誇会の歴史は之によって或程度まで説明せられ

ると考へる。云々、

と。さて、師に大皐数授の倶肋当ら斯ゃう君主言設を

聞くに於ては、結局民俗皐の勝利であるといふも

過言で君主い、と いふととにもなるのではるるまい

か。

との小林氏の所論には、その標題陀よっても明

らか主主如し 「語源」と「方言」とが封比されて

ゐる。私は今との街比に友ぞらへて、誌に比倒的

に「建築史」と「民家研坑」といふ豊島J比を措定し

ようと思ふ。もとよりそれは政悪の比例式に於け

るが如き鯵密注意味ではない。が、敢て上掲引用

最後のー簡になぞらへて言ってみる主主ら戸「白木

建築の歴史は民家の研究によって或程度まで説明

せられる」といふととにもならうかと思ふのでる

る。

温物と[ 専統

私は蕊に史めて、明治初年以来、日本建築史の

開拓と育成とのために貢献せられた先皐諸家に満

腔の敬意を表したい。ひるがへって省みるに一一

私は自ら敢て建築史家を以て任歩るものでは友い

が一一吾々後皐が今日も主主ほ先師所停の規矩をそ

のまま墨守する如きは決して先師の示教に報いる

所以で、はない。俳聖芭蕉は南山大師の遺訓をひい

て「古人の跡を求め歩、古人の求めたるととろを

求めよ」と子弟を導いた。しかもな降、今日の泉

徒のうちには奮態依然として? とだ古人の求めてゐ

る者は主主いか。端的に言へぽ、感界の一部には、

研究と言へば直ちに特殊主主遺物に執する傾はたい

であらうか。その方法は、遺構の質測、文献の精

査等で重うれその文献も多くは吐寺の縁起. 費財

帳、或は特殊君主日記の類である。しかも屡々その

主たる目的が建立年代の確認といふゃう友黙にあ

りさへする。そのために、いきほひ論果的宮、遺構

に於ても文書陀於ても、細部の比較・分析・考設

といふととに拘って来る。敢て上掲の小林氏の口

吻に倣へば、その際分析できるものもあらうが、

でき主主いものの方が多い、といふととにもえにるの

ではあるまいか。

由来、歴史皐主主るものは果して科撃なりや委主術

主主りや、といふ提言がるる。その由って来るとと

ろは、歴史があくまで事宜に立脚しつつも、つね

に史家精自の識見が要諦せられてゐるからであら

う。史家は、いはゆる「古を食ひてすでに化せ

る」者たらねばならね。歴史が事責に立脚すべき

ととは今度説くまでも友いが、事賞とは必歩しも

遺: 物に固着したものではない。建物そのものは要

するに史料でるる。歴史は草主主る個々の史料の年

代順的配列でるるべきでえ泣い。幾つかの史料を手

がかりとし℃、史料紙如の領域に向って慧眼君主洞

察を行ふととろに史家の重大任務がある。しかも

一方、遺物調奈の貫情は、今日では殆ど新領域開

妬の富余地無き程に至ってゐるのではあるまいか。

よしんぼ之れ有りとするも、それは特殊な役所.

乃至は園策調奈舎の如きものの事業陀一任すれば

よい。而して建築! 1 ? - 皐の主力はー態との謹で遺物

主義を脆脚ずべきではあるまいか。

遺物主義を脆脚するとは、端的には、その研受

乃三宣教育を・して古枇寺の調査や見撃より解放せし

めるととでるる。ととに再言すれば事賓とは必や

しも遺物に固着したものではえにい。定めて提言す

れば、歴史的事責は現在閤民と共に理けるもので

なければ友らぬ。然らぽ、過去の事賞に立脚し.

しかも現在園民と共に生けるととろの「歴史的事

質」とは何であるか。それは閣家乃至園民の保持

する「傍統」でるる。

私見によれば、物象的にもるれ精神的にも図家

乃至園民の停統と相関するととる無き. . 君主る過

去の物件そのものの如きは、たとへ事責主主りとも

所詮歴史には縁友き、言はば骨董的存在である。

生ける体統を通して過去の事跡を這鵠験するとと

ろに、はじめて歴史的理解が成立する。しかも夜

来の突皐に於ては、屡々過去の事跡がそれ自身と
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して抽象分椋されてゐたのではるるまいか。傍統

との間聯友きととろの古色蒼然たる過去の事跡或

は物件の如きは、よろしく考古参の領域に移譲さ

るべきである。

傍統を遁じて過去を誼瞳験するといふととにた

ると、歴史D 求めるものは事構の上に意思の参加

し た も の で あ れ 従 っ て 「 事 」 と 「 行 」 と の 融

合した如きものと君主らう。私は蕊にドイツ語の

If Tat sache If といふ語を思ひ浮べる。 との語は

普通「事責」と謹されるが、字義に即いて分析す

れば、 「行・事」でるって、行話的観験を含んだ

ととろの事買でるる。との字義に倣って、歴史的

「事賞」は、更めて「事」と「賀」との一致の上

に成る、ともいへょうかと思ふ。或はむしろよ歴

史の求めるものは存在的完工事よりも髄験的友宜で

あるとすべきかとさへ思ふ。との意味に於て、夏

めて歴史的主主「員賞」を要請したい。然らぽ、か

くの如き意味K 於ける真貫主主るものの具瞳的主主事

例は何でdうるか。私は卒直I ' L . それは何よりも先

づ民家である、と答へたい。

神社と茶室

地方の方言及ど勿論園文若手の用語とはなり得たに

かった。が、その園文皐む用語も質は全閣幾多の

方言中の一方言に外主主らすヘ而して上掲小林氏の

注意するととろによれば、現存する最古の文献た

る記・紀・高葉の如きにるっても、要するにー・方

言であれ且極めて新しい時代の姿である。いは

ゆる奈良「時代」の言葉は、 1置は奈良「地方」の

方言でcb D. 平安時代の言葉は京都中心の方言で

ある。ただし京都は永く政治・文化の中心地主E り

し故に、いはゆる「みやび」ーな言葉が園語の模範

として承認されたまでである。

然るに鎌倉時代とたるや東閣の回合言葉が近畿

地方に進出し来った。かくて語金にも語調にも著

しい費化が生じ、やがてはそれが文皐D 上にも反

映するに至った。従って室町時代の言葉は、中心

地は京都でるっても卒安時代とはその様相を異に

する。されば時代的に省みて、いはゆる鎌倉文事

む言葉が平安朝のものよりも新しいとは断じ難

い。 JWち、極めて古い時代に地方に傍へられた古

代日本の語が東閣に保存せられ、その古代的主主素

)(1 4  

朴君主姿が、時勢と共に中央に進出して来たといふ

事情があるからである。だからその様式的年代は

却って逆友場合も Zうるといはねば主主らぬ。とにか

し様式の歴史は. 一本の年代記の糸に観るには

少しく錯綜しすぎてゐる。

例へば、卒安朝の特色ある「あはれ」といふ誇が

鎌倉時代陀「あっばれ」と鑓った。が、とれば書官

風のものが田舎風になった、といふやうな単純な

現 象 で は な い 。 ア ッ パ ν の方が却って古い時代の

菅韻を傍へてゐるのである。元来図諮にあっては

ハ行普は古くは P 音 で あ p、それが ph ・F ・H 普

と漸次柔弱化し、遂にはワ行昔、ア行普にまで退

化したのである 。 だから卒安朝式の女性的な「あ

はれ」が、鎌倉時代の男性的な「あっばれ」とな

って古代的な素朴な委を復活させたのだといふと

とになる。

以上は. 斯道専門家の所設の借用である。一門

外者流の私如きが何故に斯ゃう主主問題に立入っ

たのでるるか。それは、質に殆んど全く同様主主事

情が建築史の上にも比例的に若取されるからであ

る。

私は古事記を以て日本の第一古典とする。その

意味に於て、最古の紳杭建築様式を古典的と呼ぶ

ととにしてゐる。そして. 私はかつて後代の茶道

建築の様式を以て、との日本の古典様式の復活だ

と論じて一部の人々の非議に接したととがるる。

云ふまでも友〈、喫茶の風はその源を支那に裂

し. 悌家によって将来せられ、後↑ 吐茶室の標準型

ともいふべき四是正ドの主の虫nきも蹄家のいはゆる

方丈に由来するとされる。爾来栄の協は郁寺と不

可分の閥係に aうった。 j折ゃ うえに歴史的事情からナ

れぽ、茶室建築は全く俳数的たものであれ従っ

て日本の古典的建築たる紳枇建築の様式とは、そ

の意義に於て根本的に相異なるものとされねばな

らぬ。が、わが園の騨宗は鍬倉文化のうちに育成

されたものである。 鎌倉文化が如何なる動向を示

してゐ? とかは賂上越の言葉の歴史から推定されよ

う。東園の方言の中央への進出は. 千- 安朝的都合

文化の波落と同時に鎌倉的回合文化の隆興を語る

もりだ。認に史めて農家建築の存在を思ひ浮べよ

う。そして. との農家建築の様式を、紳祉と茶室

との中聞に〈中介者として〉置いて、みよう。大批

迭の如き最古の様式が農家む形成と密接君主関係に



あるととは既に史家も認めるととろである。が、

彩、見によれば、茶宅建築の様式はその範を農家に

とったものである 。 もとよりその様式的完成は十

っと後代であるが、そり萌芽は既に、静宗の日本

化と共に、鎌倉文化の中に準備されてゐたのであ

る。( ではゆる茶の湯の働種は後世の宗匠たちり設

定したととろである。が、要するに彼等は新興階

殻たる武家のために新た友る働種を祭出提供した

のである。しかも、その動因は如何にして平安京

の貴族的儀躍を否定すべきかといふ駄にあった。

如何tとすれば身分低き武家が身分高き大宮人たち

と同席であり得るかといふととにあった。敢て結

論を念げば平安京的・宮家的儀障に代へるに園櫨

裏ばたの閤壌を以てしたのである。その意味に於

て太古日本の遺風に立踊ったのである。それは五

に、鎌倉時代に回合言葉が文化の中心部に進出

し. やがて、ほぼ主町時代に至宝. って京都語と溜然

融和するにｾつ＿と事情と比例する。

認に再び上掲! ] 、林氏の所設を思ひ浮べよう。即

ち、記・担Ｎｾ葉の如き「古典」の言葉も要する

に一方言であり、しかも極めて新しい時代の姿で

ある、と。同様のととが紳枇建築の様式について

も考へられる。即ち、出雲の大祉の如きは元々農

家の様式と I協をーにしたものである。その祭躍も

昔は心の御佳を中心として行はれたものでるる。

が. 既に古事記にも明らか君主如く、 霊仁天皇の

御代に至って「新しい時代の姿」として宮殿風が

採用されたもので昔うる。

ととろで、吾人が今日見るととろの紳枇建築

は、それが太古の遺風であるにしては、るまりに

洗錬された美しさをもってゐるでは友いか。もと

より特殊のものは別であるが、古式とされるもの

でも多くは延喜式制定以後のものである。文化の

中心たる平安京に於ける所産として、その様式的

洗錬は常然で、基うれその文字通りの「みや( 宮〉

び」えに姿は日木建築の理想、を具繍したものと見ね

ばならぬ。が、それはまた一面に於て、言はば官

制的援準型であったといふととも考へられねば主主

らね。而して、との洗錬統一せられた様式に較べ

て、国合の農家の如きものはその様式も手法も組

野鹿雑であれ 'J 3 . 夫々の地方によって雑多であ

る。との「ひ主主ぴJ 7と ( Uしろ「ひね」た) 姿の何

底に日本の園風が存するであらうか。かかる問題

に劃しても方言の問題は示唆を提供してくれる。

さきに引用した「物類呼栴」であるが、その序に

目く一一

都合のス品は高閣の言語陀わたりておのづから説

少し。しかはあれど漢土の昔話に泥みて却て上古

の 遺 風 を 忘 る ふ に ひ と し し 溢 儲 の 人 は 一 群 一 色

の方語にして¥且てには怒しくn I t 多し。されども

質素主主朴rclifli してま ζ とに古代の主宣言をちしなは

ず。夫凡我靭六十徐州のうちにでも山減と近江、

叉美濃と尾張、 ζ れらの図を筑ひて西のかた筑紫

の果まで人みな直普陀して卒B喜多し。北は越後、

f書面壁、東にいたりでは常陸Jjz び奥初の図々ナペて

効 苦ーにして上擦多告は是風土水然の然らしむるな

ればあながちに褒R芝ナぺきにも非ず。

とるり、とれにつづけて、さきに引用した「畿内

にも俗語あれば東西の謹閣にも雅言ありて是非し

が? とし」と言ってゐるのある。とれはまととに卓

見とすべきではあるまいか。かくて都舎的洗錬必

歩しも園風の前ι にるらす京、むしろ却って外来的

影響によるととろ多く、結局員の園風は謹部の田

舎に存するといふととになる。更に省みれば、平

安朝的「みやび」化は、質は女性的柔弱化でもる

った。日本の原初の姿は、従来吾人が想定してゐ

? とよりも、もっと組朴主主 J もっと遅しいものであ

れ且深〈その園土に培はれたものであったとと

を省みなければたらね。

( 註〉蹄宗と共陀宋の文物の傍* したととはい』、までもないが、言葉に於いてもまた宋普の流行を見るに至つ

た。但し蛍時の人はとの新来の外来語ド亡謝して夏めて「庭普」といふ名稽を奥へた。恐らく支那誇とい」、

ほ去の意味であったらう。が、とのととは建築界に新たに「唐様」なる様式の入時ったととと比例的な

現象である。斯やうな一面があるから、もとより事情は翠純ではない。

また別な動向が商都を中心にあらはれてゐる。それは天: q ; . 慈術への復古である o が、との動向もまた恐ら

〈上述の新しき外園文化に解獲されたものだ。 R! l ちかつて天卒の昔 、外衆文化によって奈良文化の祭えた

ととが回想され、ととに天卒護衛の復興が萌したのである。が、とれと相似た傾向が、文患に於て、たと

へば源賞朝の高菜凋の歌ゃ、イ山径の高葉研究などにあらはれてゐる。

建築といはず、言語といはず、文化は突するに歴史的現象として共遜の様式をもつのである。
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経 と 緯

かつて. 文部省圏貧鑑査官、丸尾彰三郎氏は日

本諸拳振興委員曾研究報告の席上「日本彫刻史の

よ' "、と

緯」といふ標題の下に、豊富な質例をあげつつ.

たていdヒ

時代といふ経に劃する緯としての地域の相関々

係を論ぜられた( とれは昭和十五年の報告「第六

篇、重E術事」に採録されてゐる) 。内容は多様で、

あるがＮ趣旨は明瞭である。 ｾｰ ち、その結論によ

れば、在来の美術史がなし来った如き、作品の鼠

1' . ; . る時代11国の( 縦の〉配列だけで友く、同時に地

域的友( 横の) 事情をも明らかにする。其庭に幅

の基うる日本周犠lJ史が出来るであらう。とれは考へ

れば難しい問題である。が、さういふ問題もある

といふととを提案する、といふのであった。質は

私は舎々その聴講席にあって多大の興味を費えた

のであるが. やがて同席の一人から質問があっ

て、氏の方法は柳回園男氏一涯の民俗撃と相通歩

るととろあるやに思はれるが如何か、とのととで

あった。私見を以てみるにそれは必ヂしも同一方

法とは断じ縫い。氏自らも亦明答を避けられた

が、しかも私はひそかに、との質問の提起された

ととの亦甚だ兎も主主る所以を思うた次第である。

との丸尾氏の提案と、之に劃する質問との聞か

ら、私は少からぬ暗示を奥へられた。たとダ¥ぽ吾

人は悌寺建築に於て漠然と飛鳥様式などといって

ゐるが、大和の法隆寺と尾張の甚目寺との間友ど

には、恐らく様式や手法の上にかなりの相異が存

したであら久とー臆は考へられよう。が、また

一面に於て、工匠の系統によっては、地域の距り

にかかはらす= 技術上の類似といふととがるり得

る。現に丸尾氏によれば、奈良時代特有の乾漆併

の一種君主る木心乾漆悌についてではるるが、甚目

寺のＪ傘がとの方式の漆乾悌でｾ ! J . しかもとの

方式は奈良地方特有で他の地方にるまり見られぬ

ものである、と。との甚目寺は、今日ではも早や

飛鳥時代む悌は求むるに由友く、件COI悌像の上に

多少の手がかりはあるにしても、それも奈良時代

のものである。或は、日本武容の御足跡によって

暗示される如く、尾張と大和と南地方の密接左足関

係は、既に太古以来のととであったとすべきか。

然様友ととが偉設や停承のうちに窺はれはせぬ

か、等々。かかる問題のために民俗事を援用す る

X ¥ 6  

ととも亦一つの方絵たるを失は君主いであらう。同

時に. 民俗撃もまた大いに美術史に暴ぶととろあ

らねば君主らぬ。とにかく偏狭君主専門泉的孤立は決

してその道のためで君主い。

固 と 家

叙上の如く、緯の方向を強調して、言はば横の

方向に勇気を配るとなると、経の方向たる歴史の進

行序列に支障を来すととはないか。年代的時間的

方向とそ歴史の主軸である。横の臓がりは要する

に昼間的でｾＡｊ . 人文地理事は成立しでも歴史の

成立し得ぺき領域ではない。いはんや民俗撃の如

きピ: 歴史皐と至宝くその方途を異にするものだ。遣

は必要以上の幅を求むべきで、ない。否. むしる民

の道のたあには「穿き門」より入らねばならぬ

ーーといふととにも友らう。 -m撃は正にその通り

である。私は悲に史めて断らねば友らぬ。

標題に示した如く、私は民俗撃を以て日本建築

史の「一方法」とすべきととを提言したのであ

る。との提言を全商的に担否ずるほどに、建築史

撃の方法は偏狭だとは信じ友い。醜って思ふt亡、

今日のわが建築史界は、その方法に於て完備し、

その牧獲に於て前途多望と見るべきであらうか。

或は恐る. 既に今日までに於て斯界の方法はその

可能性を輩くしたのであるまいか。治よそ如何な

る方設にもあれ、その可能性を童くした後に於い

ては、いはゆる行き詰りに立至るの外は君主い。た

とへ其庭までは立至らねにしても、既に豊かなる

牧穫を移った後に於ては、止む充足く落穂持ひの如

き細部的穿撃をせざるを得えにい。或はま? と、異常

なる熱情が微細友る年数決定の上に傾倒される。

途に歴史撃は考古感と合流して一筋の陸路にひし

めき合ひ、また時には骨董趣味と直別友き迷路に

立つに至る。せめてとの際. わが建築史の陣容は

方向樽換を決行し、もうと庚い分野に向って展開

を試みては如何かと思ふきた第である。

卒直に言へば、私は先づ建築史をしてー臆年代

記の束縛より解放せしめたい。もとより年代に封

してはあくまで巌E でなくては友らぬが、巌正と

は必歩しも徴細を意味するもので主主い。細部的穿

豊富は、さきにも一言した如しよろしくとれを特

殊な役所または園質調査舎の如きものに移譲すべ



きで2うる。建築史をして、もっと吾人の日常生活

に近きものたらしめよ。 r家」の歴史的意義に繍

れるととろえ主き建築史が、果し て真に正しい日本

建築史たり得るであらうか。求むる方向は家と閣

とを貫く一線にあらねばならね。

たとへば、吾人の住家の桂に注意せよ一一今日

普通の家には、 ととの聞がるると偲定して置く

一ーとり「とと桂J. あるひは民家のいはゆる「大

t..ゐ

黒柱J. 更に古典的な紳枇に於ける「心の御桂。」と

I¥!，; 

ｾ￰ｰ＠
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大主士道

巴

との聞は、柱主中心と

す る 卒 爾 形 式 が 、 農 家

を中介として、古〈は

犬車土迭に、新し〈は近

世住宅κ 一貫してゐる

あ り さ ま を 示 し た も の

である。この形式がＮＡｚｾ

何 に 日 本 的 性 絡 の も の

であるかとい』、事は、

更 に 外 闘 の 場 合 と 比 べ

るとと K よヲて明般に

な る と 思 ふ が 、 本 文 で

はさうい』、問題には繍

れ な か っ た 。 な ほ 説 明

不充分なと ζ ろもある

が、犬凡のととは、乙

の聞によって察しても

ら へ る と 思 ふ 。 敢 て 本

文 へ の 補 遣 の 意 味 で 掃

入する次官容である。

れらは路史的傍統に於て、決して互に無関係訟も

のではない。また、古来わが園の紳々は幾「桂」

と数へられてゐる。桂の傘崇、桂による祭需巴は圏

第: 的主主「まつり」ごとのはじめであれ而して永

〈園民の民俗で2うった。古事記によれば、伊別那

l技命 ・伊邪那美命の二桂の紳 k は、 最初の園土と

してゐのとろ島を修理固成せしらめれた後「天之

御桂を見立て、八零殿を見立て」たまう? とのであ

る。何故に先づ御佳の御創建のととがあり、次い

で御殿の御建造のととが記されてゐるが。御桂と

御殿とは別々のものと考へらるべきで喜うるか。質

は今更事々しく論じ立てるまでもなく、既に本居

宣長が古記停に於いて注意してゐるととろでるる

しん

が、との天之御柱なるものは即ち心の御桂に外な

らぬ。中心に先づ紳聾のやどります桂が建てられ

る。古事記が、最初の紳として「天之御中主紳」

の御名をあげてゐるのは意義が深い。太古の桂は

堀立桂でるった。中心の柱が最初に建てられ、ヲた

いで爾徐の諸材が之を基準として配備される。か

くの如きが太古の建築方式であった。現にとのと

とはーに「建て初め桂」君主る名栴の惇へられてゐ

るととによっても窺ふととができる。而してとの

傍承を荷ふものがいはゆる大黒桂である。古来農

家にあっては家の中心桂に年紳を肥って豊年を析

つ? と。が. 中世に友んで紳悌習合の結果、ととに

印度の厨房紳怠る摩詞迦羅天が将来された。とり

印度語を意講ずれば大黒天と君主る。やがて其底に

大圏主『ゆが閥の紳として招請された。寄人は、と

とにもまた. 鎌倉時代といふ一期を置いて見てよ

いであらう。

かくて 、天之御桂の精神は、その築建方式と共

に、民俗と蓮つてゐる。即ち、園家の祭儀は園民

日常の生活のうちに存在してゐるのである。かく

て、家族園家たる日本の姿は言はば一本の柱に象

徴されてゐるともいへる。

桂 と 壁

太古以来、桂はかくも紳重であれ而して、か

くも現質的であった。その力強さは、高葉人をし

て「真木桂. 太き心」と言はしめた。との古代の

』むを、今吾_ k が遁韓験するととは困難では君主いで

あらう。然るt t : . それよりも却って新しい時代に

於い て、今日吾々の常識を以てし ては理解し難い

やう主主問題が起って来る。

太平記に名文として有名及、俊基朝匿の東下り

の中. 菊川の宿の僚に「一首の歌を詠みて宿の桂

にぞ書かれける」と Zうる。また司王家物語の少将都

謹白僚には「竹の桂、奮りたる障子主主どに書置か

れたる筆のずさびｾ見給ひて……人の形見には手

跡にすをたるものぞなき」と嘆やる場面がある

一ーあまっさへ傍の壁にも書いてあった… と左足

ると、その障子も壁も恐らく坂で造つであったか

と推定されるが一一文面から. また現に「筆のす

さぴ」といふ語から推して、とれは要ずるに一種
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むらくがきに外友らね。しかも墨筆を以て素木の

上に直接書いたと解すべきであらう 。とれは今日

普通の住居眠から見て、まととに共機左足風習であ

ったといはねばならぬ。そとで念のため古事類苑

を調べてみたととろ、桂に歌を書いたととが平安

朝の歌人なる周防内侍に闘しでも傍へられてゐる

由であれまた下って吾妻鏡にも、 釣殿の住K 和

歌一首を註ナ、と見えてゐる。

また、源氏物語の真木桂の僚によれば. 離縁の

憂自にあへる悲しき母と共に住み主主れた家を去り

ゆく姫君が. 槍皮色の紙に一首の歌をしるして柱

の干割れに奔でさし込みつつ、哀々切々の情ｾ寄

せてせてゐるのである。

斯やうなととが平安の都人たちの、言はぽ風流

生活とでもいふべきー商であったのだらうか。と

にかく古代の桂の神聖観とは相容れ君主い憩度のや

うに思はれる。が、或は其庭に何か児術的意味で

も含まれてゐたのであらうか。とすると古き住の

紳聖観に由来するととろが無いとはいへない。蓋

し、生産的な意味をもった古代の祭儀の遺風が、

何時しか都合人の有閑生活に於て神秘的な児術に

碍化したといふととはあり得る。間して、その時

化の契機を友したのは真言宗の修法む行事君主どに

あったのではあるまいか。

斯ゃう君主観念上の問題を別に L て、控がそれ自

身現貰的存在として、日常人々に親しまれてゐた

ととが、また源氏物語汝どに見えてゐる。即ち、

か の 茂 木 住 」 白 話 は し て も 一 一 そ れ は 覧 官 の

柱であったが一一貴は姫君はいつもとれに傍りか

かつてゐたのでるる。離別にのぞんで、との放っ

かしい桂を他人に譲ってしまふやうな無がして悲

しかった。しかもかかる桂に聖母ずる愛轡の情が直

接¢動機で、歌の紙片をその桂の干割れにさし込

んだといふのである。斯やうに. 日常傍りかかる

桂といふもののるつ? とととは他にも散見される。

また須磨の僚には. 女が悲しみの涙を紛らすため

に、桂のかげに身を退ける様子が捕かれてゐる。

かういふととは、今日普通の佳の細い、壁の多い

家主主どからは想像し難いであらう。往時の寝殿造

風の象化るっては、壁瞳や間仕切りは少し言は

ぽ桂本位で、しかもその桂が太かったといふとと

が考へられねばならね。
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とにかし卒安朝の貴人たちの生活と近世の庶

民の生活との問には、一つの番然たる境界級があ

るやうに思はれる。何かしら一つの大いえ主る文化

史的特換期が:奥底に介在せねばならね。私は誌に

文化とし ての茶の湯、建築とし て茶宰、の蛮生と

その影響といふ問題に注意せざるを得ない。との

革新的友生活様式が、いはゆる「ゐ茶屋」に入仏

町家に入れ更に農家にさへも入り来ったととる

陀、近世D 園民の生活様式が育成された、と私は

見るものである。そして、若しも上掲り文献が示

ナ如くんばーーもとよりそれは夏めて専門家の精

査にまたねば怒らねが一ーととにもまた鎌倉時代

といふ一期を置いて見るべきかと思ふのである。

控や壁に直接文字を書く風習えにど、忘れられて

既に久しい。とのととは恐らく、床の間や掛物左足

どり護生と開係があらう。同時に「とと桂」なる

ものが家の最上位を占めるととと友って. ととに

黙で太古の心に返っ? とともいへょう。但し、構造

瞳として退化し、装飾的性格を強化し来った賭に

問題は残る。が. と陀かしさきにも一言した如

く. 2民全慢として桂の細く壁の多い一一むしろ壁

本位といひ? といほど、しかも、壁といへば土墜と

相場がきまった、といふやうな一一住家の様式が

何時のまにか出来上ってゐたので誌うる。

「冷々と壁をふまへて主寝かな」一ーとれば言

ふまでも友く芭蕉の句だ。もう斯う君主ると. 家の

紳聖など説く方が顔負けである。無作法と風雅の

這は膚一重、主主どいふ酒落ではあるまい。とれでは

建築の胃潰ではないか一一危どと聞き直るとした

友らぽ、喜子前は未完苛d事的修業が足らぬとたしなめ

られるでもあらうか一ーが、かういふ伺の生れる

ととろには、共J 1 g に去のづから建築様式がある。

さてそり部屋の壁はたしかに土壁、仕上げは或は

さびた大津壁などででもあったらうか。療とるん

だとすれば床は既に墨穀だったと見てよいだら

う。桂のとと放ど不明だが、細いものだったと偲

定して置かう。時は元『恥所は近江の粟津の無名

庵とある。. i J IJ tc大津の富家木津亭の茶舎での「秋

近き心ょするや四昼宇」といふ伺もあるほどだか

ら、私はとの都に近い{ 曾庵に狭い茶室風の部屋を

想像する。それは喪とろぶと自然に足のうらが壁

に営るといふ程であったのだらう。私はととに芭



蕉の句を介して茶宅を眺める。二者は共に同じ風

礁の一筋につながる婆術で、あった。

ととるで芭蕉はその華道のために「寂・接り・

箱みJ を説き、また「軽み」をも説いた。また別

に「俳譜は寓葉集の心なり」とも説いてゐる。だ

からその「細み」や「軽み」はとの俳聖の心陀於

ては、 l高葉的危真木桂の「太き心」陀遁ふもので

なければならね。が、いはゆる利休出でて茶道亡

び、芭蕉出でて俳譜亡ぶ、で. 江戸時代の町人文

化の下にあっては、いはゆる宗匠たちは、要する

に「古人の跡」を求めたにすぎない。とれ者三建築

について見れば、桂や長押など、文字通りの「細

み」や「臨みJ を草怒る形式として表現したに外

ならぬ。かくて茶「趣味」の建築が「流行」した

のでるる。

が、かくの如きは、要するに泰子逸民の閑問溜

である。閑人が茶を柴しんでゐる時、農民は営々

として働かねば主主らえにかった。農家は「墓術」で

あるよりも「現賓」でるる。それ放に、農家には

未だ太古以来の這しい停統が残ってゐた。が、そ

れもやがて失はれる時が来ょう。早くもとの黙に

着眼せる民俗泉先遠の慧眼とその功績とに封し、

私は葱に更めて敬意を表したい。

叙上私は、桂と壁とを主題として二三の推論を

試みたが、しかもとれを敢でしたのは、思ふ t亡、

同じ一本の桂にしても時代により所陀より、之に

封ずる人々の心境や態度に夫々異怒るととろがあ

るからでるる。その心境・態度の相異に臆じて、

建築の現賓館もまた左足ると見ねばならぬ。而して

私の念願とするととるは、本篇に於ては未だ果す

を得友かったが、そり心境・態度を還して建築の

現質態を求めようといふにある。その方法として

一一民俗弘乃至美術史に於ける緯の問題等の外

に一一更に文感的文献の間接援用を試みた弐第で

ある。思ふに、? ととへぽ築花物語放 e f'Ci法成寺建

立のととが見えてゐるが、とれをそのまま直接建

築史の一項として引用するととは、要するに個 k

特殊の事跡を報告するにす' @" ぬ。とれに封して文

献の語るととろ必歩しも事跡そのものにはあら歩

とするも、其底に時代の性格的風備を看取し得る

ならば. とれを露史的民賓として迎へ? とい。もと

よりその判定は容易で、君主い。が、その意園すると

とるは個別的・特殊的主主ものよりも一般的・金曜

的なものを求めるに②る。但し、座右資料乏し

く、止むなく少許の記憶3とたどって首座の思ひっ

きを述べたととは自ら危倶の念にたへ吉区い。いは

んや初より民家の問題を標楼しながら、その述べ

たととるは多く都含有閑人の上にあったととは何

とも申謬友い次第である。

鎌倉時代と現代

さて、との濯で談議はー臆打切らうと思ふが、

私は認で更めて結論を述べようとは思ってゐ主主

い。結論は賀は最初から標題中陀うたって置いた

つもりだ。むしろ 、私の意聞したととろは問題の

提案にある。が、その問題にしても‘ 民俗悪にし

ろ、緯の問題にしろ、みな先皐諸家よりの借用で

ある。その聞に. せめて多少なりとも私一己の問

題を求めよと主主らぽ、先づ「方言と民家」の類上ヒ

から出蛮したといふ結、次いで鎌倉時代といふ特

殊な一時代に逢著したといふ黙に昔うるかと思ふ。

が、諸に史めて本稿を草するに至つ? と一つの動機

に閲して附言したい。

私は敢て時局に便乗せんとするわけでは君主い

が. ひそかに考ーへるに今日の事態は、少くとも文

化的動向に於て、何所かしら鎌倉時代に物併たる

ものがありはせぬかーーといふと如何陀も投機的

に響くであらうが、敵語に SPecul ation といふ語

がある。今は暫くそり位の意味にでも止むを得友

い一ーたとへば、昨日まで都市計霊といはれてゐ

たのが、今日では園土計霊として再出裂すべきと

とが要請されてゐる。とのととは文化一般の問題

に劃しても甚だ象f量的である。従って無意識のう

ちに都市本位であったととろの建築観の如きは既

に清算されねばならぬ時が来てゐる。私がととに

鎌倉時代といふものを省みたい所以でるる。而し

てとれを契機として「方言と民家」の問題を考へ

てみた次第である。

が、更に私は、今日む園運1 ' C. 1 ! l ; i . 、臆する意味に於

いて. 民家の研究が新しい意義をもつべきととを

注意したい。といふのは、日木建築の歴史的系統

の問題は、日本語の問題が然るが如し依然とし

て懸案のままである。来るべき建築史の重要怒る

課題の一つは、日本の民家の様式を、との大和島

根を取りまく諸民族の住居様式との闘聯に於て解

明する、といふ黙にあるのではあるまいか。

( 1 8 . 1 0 . 8 )  

〈筆者は紳戸高エ建築科教授〉
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古典に現れた建築の解緯

主として上古の古典に現れた建築について、明

か解説を加へてみる。もとより、古典にゐいては

特に意識して建築の7状態を説明しようとする意聞

のもとに、表現をしたものはないから、その内容

は不十分であり、叉、不問明でるって、とれだけ

? は、建築の槙様をうかど とλ知るには、甚だ不明

瞭なるを菟れないが、併し、幾分かは、上古む建

築を考べる上に役立つとともあらうかと思ふ。

上古の古典に見える建築の上の言葉として最も

頻繁に現れるのは.

h底つ岩棋に宮桂ふと知れ高天原に氷木高知

りて居れ ｾ ( 古事記)

と去ったゃうえ主表現で、 勺jく木、は3亡、千木七と

もある。即ち腕詞には、

込皇神の致坐す、下つ磐線に宮佳太知り立て、

毛色・ラ ヨリ巳ι 』

高天原に千木高知りて、 皇御孫命の瑞の桶吾

を仕へ奉りて句 〈祈年祭〉

と見える o ｾ氷木、も ｨ 千木ミも同じ語で肘木の

ヒデの語が二分して、との南語に友ったものでる

るといふが、恐らくいづれかの一方が元の語で.

他はその語が時計七したものでるらう。

とれらは、上古の宮殿をほめた L へる時に用ひ

る、きまり文句となってゐるが、 h下つ消根に宮

桂太知り立て ｨ は、その建築のｾ牢なるととを意

味し、 h高天原に千木高知りて句は、その建築の

高推定主ととを意味ナる。町して、 h下つ法棋に宮

柱太知り立てh は、地下の宥盤の上に大黒桂を建

てて、桂の沈下するととを防いだものであり.

h高天原に千木高知りて、は、天にも届くほ e ft:

千木を高〈懇え立たせたもので. 装飾的意味もあ

るが、上古に暑いては釘が放し綱をもワて木材

と木材とを結び合せた関係上、屋根の南端K 沿い

て斜に交差させた木材の先端が上方に突出すると

とは蛍撚であって. 一面に3ないては、と の千木の

)(1 . 1 0  
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先を長く E遣すととは、威厳を添へる他、修理その

他に便宜を奥へ、且つ建物を堅牢に保たしめるの

である。

千木は、元来、との用途の木材主主腫を栴ずる名

であったが、後、屋i恨から先に突出してゐる部分

だけが分離して. 屋根の上部に着いてゐるものを

千木と栴し、その下は即ち持風であるが. 上古に

やいては、千木の所もやは b持風と稽したのであ

って、日本書紀には.

h太立宮桂於底磐之根、峻峠持風於高天之原、

と書いて、底つ磐根に宮桂太しき立て，高天の原

にちをたかしりて、と訓ませてをり、持風の文字

を、ちぎと訓むのであるが、又、下の方の本蛍の

持風に劃して、との千木の部分を上持風とも云っ

てゐる。

桂を地中につき立てるについて、特に中心とえ主

る親桂は、建築の根本と主主る重要なものである。

とれを紳代では天の御桂と云った。古事記に

、其の嶋に天降りと住して、天の御桂を見立て、

八簿殿堂見立てたまひき、

h吾と汝と、是の天の御位を行きめぐり逢ひ

て、みとのまぐはひ話せh

と見える h天 の 御 位 、 が そ れ で. 天の御住を立

て、とれを中心として八零殿. 即ち. 成大友家が

建築せられるのである。

紳武天皇が、豊閣の字沙に会いでに放った時.

あしひとつ怠が，

土地の人が. 足ー騰の宮を作って供御を差し上

げたといふととが古事記に見えてゐるが. との足

一騰の宮といふのは、中心に桂を一本立てて、と

の親柱の周囲 K 屋根を葺き下した建物乞栴ずるの

で b らう。即ち足ー騰といふのは、天の御桂に通

じる意味であらうと解される。とれを、四隅の桂

の中、一隅だけが川の中に立ててるる建築である

とか、一足で上れるやうた低い床の家でるるとか



解する設もるるが、嘗ってゐるとは思はれ友い。

屋上には千木とともに鰹木がるる。とれは、そ

の形から出た名稽であるが. もとは、屋根に王まい

たものが風で飛び散らえ主いやうに乗せて置いた重

りの具であるととは云ふまでもない。とれについ

ては、古事記の雄略天皇の僚に、

h山の上に登りまして、閣望しせれば、竪魚を

上げて作れる家若うり。天皇、其の家を聞はし

め給はく、其の竪魚を上げて作れる舎は誰が

家ぞ、

と出てゐるが. との時代には鰹木は立誠君主装飾と

なってゐたので、普通の人々が鰹木を設備すると

とは甚だ豪審な建築を見なされたゃうである。従

ってそれは最早. 草に風で飛び散るととを防ぐた

めの賞用的主主用途のみにとどまらない。との嘗時

の千木も亦同様の性質を持つものとなってゐた。

史に、上古の建築を詳細に記したものは嗣詞の

大殿祭である。

リtC 0 敷き坐す大宮地、底つ磐線の極み、下っ

たなt I '

綱根遺ふ最の嗣無く、高天原は背雲の鶴く極

み. 天の血霊り飛ぶ烏の踊無く、掘竪て? とる

桂. れ梁、声踊の姦ひ動き鳴る事無く、引

き結べる葛目の緩ぴ、取り葺ける草の喋ぎ無

く. 御床びの喧言仁夜目のいすずき、いつつ

しき事無く、平らけく安らけく護り奉る句

と紳に奏上するのである。ととに、下つ綱根、と

あるのは、床下の控や横木を結び合せるため惚用

0 . る綱のととを云とん即ち. 釘を用ひす" ' ，制でも

って木材を結び合せたのである。掘り立てた桂

や、桁、梁、戸窓の類が木材と木材の接着してゐ

る箇所にたいですれあひ動き鳴るととの主主いやう

に、叉、木材と木材とを結び合せた網が緩んだ

り、屋根に葺いた草がそ ι けて飛散したり、或は

床を踏むたびにぎしきFしと音をたてたりし友いや

うに君}y る詞である o ｾ葛目、と書いて， ｾつ Ｒ 主め、

と訓ませるのは、 ｾｰ ち、葛蕗の類をもってＮ木材

を結ぶ綱に使つ? とからでるる。な段、 、夜自のい

すずきいつつしき事、は、夜寝た時、あわてさわ

ｾ，そ ｌ ぎまはるととを意味し、即ち夜うなされ

たりするととを云ふ。

ヨえに、日本書紀綱宗天皇巻に記 し た室薄詞も

亦、首代の建築を想察ナるに足るものがある。

bh. t ，ろつは相

、築き立つる稚室葛根、築き立つる住は此の家

の長の御心の鑓主主り。取り奉ぐる椋梁は此の

家の長の御心の林なり。取り置ける像機は此

乞 さ の

の家の長の御心の済ほれるなり。取り置ける

誼 fjj は此の家の長の御心の平かえ主る主主り。取

-.u. .tJ ぃ"' 1>

り結へる縦葛は此の家の長の御議事の竪きた

か や

り。取り葺ける草葉は此の家の長の御宮の寄金

りなり h

さと h カ-

h稚室葛根、は、綱をもって結び固めた室長を常若

の家とほめたたへ、更にその家の細部を家の主人

の心に醤へて桂. 棟、梁や、像擦をるげたのであ

る。橡f奈は hたる木、又は h はへ木、と訓じる。

即ち垂木或は延木の意で、雨者は大韓同じものの名

稽であると思はれる。躍留は、えつり、と訓み、

屋根を葺く下地となるものを云ふ。即ち、とれら

の名稽が示す部分で家屋が出来てゐ? とととがわか

る。家屋には戸や窓があり、又. 竃が設けられて

ゐたととは云ふまでもない。とれについては、古

事記の神代司会陀、

か み む ず F みお や町みとさ

h高天原には、紳産某日御組命の、とだる天の

す す ・ 『 か た た

新巣む凝煙の、八穆霊るまで捜き穆げ、地の

吋 よ ね

下には底つ石根に麓き撮して、

と見えるが. 地の底の石に焼き通るまで火を焼い

て食物をつくるのは、地を掘って竃が作られてゐ

たととを示し、特に土を塗り固めた寵があったわ

けでは及い。而して、その竃から立ち登る煙が屋

根を貫いて出るやうになってゐるととろを某と云

ったのであって、即ち煙出しでるる。但し、後世

のやうに煙突がるったのでは友し寵の上方の屋

根が萱穫〈えつり〉だけで何も葺いてたにしその

謹穫を通して煙が出で去るやうになってゐたもの

であると解せられてゐる。それで煤が天井から長

く垂れ下るのを、 、八第垂るまで鹿き奉げ、と表

現し h とだる、といふ語も宮み足るの意で、食物

を作る場所の立i既往ととをほめたたへたものであ

る。

併し、一般に家屋の簡素君主ととは、高葉集巻八

の元正天皇の御製に、左大臣長屋王む邸宅をゐ詠

みあそばされて、

ｾｦ￞＠ .r. むろ

h族薄尾花逝葺き黒木もち造れる室は寓代まで

に句

と仰せられてをられるのでも思ひみるととが出衆
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. 0 。族薄は即ち尾花のととで、その薄で屋根を葺

色黒木、即ち皮つきのままの木材で作られた邸

宅が即ち長屋王のゐ住居の様でるる。もとよりと

れを葛j誌で結び合はぜたものと思はれるから、そ

の担末なととは想像するに徐りがあるであらう。

上古の建物が黒木で、あったととは、寓葉集巻四

の大伴家持む歌に、

h板蓋の黒木の屋根は山近し明日の目とりて持

ち参り来む、

とも見えてゐて、との敢によると、屋根を作るの

に黒木を用ひたのである。叉、その屋根は板葺で、

あった。とれを板屋と云ひ、平安時代の作品でも

源氏物語に、

ｾＯ｜月十五夜くまなき月かげ、ひま多かる板屋

建りなく演り来て、 ( 夕顔)

勺九月、野分の荒かりし年、廊どもも倒れ伏し、

下の屋どものはかなき板ぶきなりし主主どは、

骨D みわづかに残りて、 ( 蓬生)

友どと見えて、いかにも貧しくはか泣い家屋のや

う描かれてゐるから、板屋は立滅危住宅には用ひ

られ主主かったものと思はれる o ｾ黒木の屋根、

は、その板屋の上t亡、風に吹き飛ばされ友いやう

に載せる木材が黒木であると解するものもある

が、むしろ屋根を構成してゐる木材が黒木であっ

たと見るべきで、あらう。但し、それは平安時代の

欣態で. 上古においては、立波放宮殿にゐいても

板屋根が用ひられたのである。皇極天皇の御時、

いたぶ; l -

飛鳥板蓋の宮を定め給うたのも. その宮が板ぶき

でましましたととを示しでゐる。即ち最も古くは

草葺であれさえに板葺を用ひられるやラ陀怒り、

更に下って奈良時代の頃には瓦茸が相官に千年及し

て来たのである。

主主ほ、高葉集谷こに天年lf 天皇の御不設の| 堅持. 皇

后の奉った御歌に

み い 白s

h天の原ふりさけ見れぽ大君の御議は長く天た

らしたり、

と見えてゐるが、とれは普通. 2さを仰げば、聖書等

の足り満ち給ふとと大空と共に窮りゑき腕意をと

められた御作と解されてゐる。併し叉、前に掲げ

た額宗天皇紀の室薄詞に、 、取り結へる縄葛は此

の家の長の御薄の堅き友 p、と照らし合せて考へ

れば、 h天たらす匂は天垂らすの意と解され、即

XI 1  2  

ち屋根を作るために用ひた綱の結び飴りが長く屋

上より垂れ下ってゐる有様をもって、歪E誇の長久

によそへ奉った御款と解躍する設もある。然らば

との御款のごときも、賞時の家屋のさまを努事言と

させるものが喜うるかと考へられる。

( 筆者は浦和高校教授J
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新 都 市 と 新 農 村

くl )

都市と農村、都市批舎と田舎祉舎は、我々の枇

舎を構成する二つの分子である。都市枇舎と回会

祉舎とが如何百主る形で存花し、如何主主る形で組合

され、如何なる形で交渉しつ L あるかと云ふ事は

その各々の枇合自際は勿論、夫等に依って構成さ

れる率一社合ーー狭域的に見ても、康域的K 見て

も一ーの護展を、永遠に決定的に左右するであら

うと云ふ事が出来る。それは、或る場合には園内

動蹴の原因と主主り、叉或る場合には戦奇1ーを誘殻し

たのである。勿論之は都市計t合と回合枇舎との尊

ー批舎に射する封立的友る宿命的役割に起因して

居る事は云ふ迄も友い。此の雨枇合は果して永久

に封立せざるを得ないであらうか。

大東: i l l ! 1伐守1・途行下に於て、戦力増強、生産力増

強を目標とした大工場が、園土計霊乃至は地芳計

霊、或は都市防空の見地から、大都市乃至は過大

都市から遠隔の全圏各地に建設されつ L あるが、

工場並にその附属施設の致地としての、或は之に

伴ふ者1¥市建設に依る農耕地の潰慶、或は農業労働

力の放牧等に基く農村機構の破壊、ひいては農村

の壊滅は、農村の仰肪ミら、或は農業人口を確保せ

んとする人口政策の立場から、或は食糧問題の立

場から議論の的とえにつて居る。工業生産力披充の

震に、工場の建設、蛾張の緊念主主る事は、言を倹

た友い。従ってその震に農耕地の潰れるのは常然

でるる。勿論、食糧増産、食糧確保の賭から云へ

ば、 1 坪の農耕地とl i i ! t も確保したい鹿ではるるが

之は犬東亜戟守途行上止む を得君主い現象と云ふべ

きであらう。寧ろ我々は積極的君主る開墾、干拓等

に依る農耕地の開設へと準ま左足くてはえにら友い。

吾々の俊慮すべき問題は工場設置に依る農村機構

の破壊、農村の破践である。之は工業と農業の問

題でるり 、都市と農村の問題である。或は之は都

山 正 男田

市に依る農村の侵略と考へられるかも知れない。

何とたれば都市経済堂代表するものは 、工業であ

り農村経済を代表ナるものは農業であるからであ

る。

史に限を蹟く地球全般に輔歩れば、大東克戦争

と云ひ、第二次欧側械を存と云ひ、何れもその軍一

計. 舎に於ける都市制: 舎と間合制: 舎との配置、配合

の如何が原因でdうるとさへ考へられるのでは泣か

らうか。何故友らぽ、雨杭舎の分化が回合枇舎は

都市j社合に原料を供給し 、都市枇舎は国合枇舎に

製 1日を販E寄せしめるに立ち到ったからであり 、質

に資源職守ーと呼ばれる所以も此鹿にあるのであ

る。

斯くの如く、有 ｾＱ ¥市政合と間合社合との分化封立

その配置、配合の油性化は、局部的友一地方に就

いて見ても 、世界全般に亙って見ても 、その各 k

の祉舎の合理的殻展を達成する上に、最ーも緊要主主

問題である。更に現質的に云へぽ、第二次世界戦

守の解決後の姿も、大東E 共栄阻確立の形も 、或

は大東: i l l ! 11践守を完遂せしむべき、叉大東: i l l ! 共祭閤

の中心、基地たるべき 日本内地の構成も、すべて都

市枇舎と回合枇合の合理的構成にあると云ふ事が

出来ょう。

而も過去並に現質に於て 、我 々が見て居るもの

は、都市祉舎と国会批舎の封立の歴史でるり、或

は更に前者に依る後者の征服の姿である。我々は

都市祉会と閉会批舎の現賓の構成を宵定し得ない

と同時に、現賓む都市祉舎並に国会社舎そのもの

に最大の不満を感ぜざるを得ないのである。我々

は雨枇舎の合理的配置を期すると同時に 、雨吐会

そのもの L 本質的放機構に根本的左足改革を行はな

くて はたら主主い。

Cl D  

それでは合理的なる都市祉合及び間合祉舎の機
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構設にそれらの合理的配置配合とは如何友るもの

であらうか。我々はその問題を遁求ナる前に、溢

去1准に現在の都市祉舎主に国会吐舎の本質を分析

しなくては友ら主主い。

現夜、都市祉舎と国会社舎とは、その職業的構

成に於て、経済的構成に於て、環境、人口密度、

自活慌の規模、人口の質、社合的分化等に於て全

く異って居る。更に具鰭的に云へば、国会社舎は

その大部分が原始産業一一農林、漁、錨業一ーに

従事する人々設にその附随人口に依ヲて構成され

て居るが、者11市祉舎は閏合枇舎から獲得した原料

の加工及びその製品の販費に従事する人々3肢にそ

れらの附随人口に依って構成されて居る、従って

都市枇舎の経済の主鰭を放すもむは、商工業c - あ

るのに封し、田舎l社舎の経済の主腫を主主すものは

原始産業、主として農業である、国会社舎は都市

吐舎に食糧その他の原料を供給し、訴市祉舎は回

合祉舎に封し製品を供給するのである、此庭に者11

市的機能と田舎的機能の本質的差異が存するので

あって、此庭から他のすべての分化的医生的の特

徴が護生したもむと見る事が出来る。即ち、密集

せる建築物、調密主主る人口、林立する煙突、錯綜

せる交通網、其の他の所有する都市的景司観から育

まれた都市人的思想、都市的文化、之等はその善

悪は別として徐りにも田舎のそれとは隔絶したも

のである。

勿論、斯くの如き都市枇舎が普からるった課で

は主主い、都市批舎は回合吐舎から分化せるもので

ある。斯くの如くに迄都都を分化せしめたものは

産業革命に依る資本主義的産業む護展で、るった。

本来の回会祉舎は都部分化後の夫れとは異り、全

くの自給自足的の車一世舎でるったが、郡部の分

化は必然的に国会社舎から之を奪ってしまった。

回合は都市に人と食糧と原料とを供給し、者11市は

回合に製品を販賀すると云ふ都部の分業的閥係を

生じた。本来の回会社舎は草ー批舎であったが、

之から分化した都市融合( 工業的批舎〉、回合枇合

農業的批舎; は巌密には単一世舎ではない、扇者

会して始めて軍一世舎を形成して居ると見るべき

でb らう。従って雨者む聞には、人と物を通じて

多かれ少かれ絶えぎる交流がるった。( 之は或る

時には都市の蹴亡と云ふ形であらはれた事もあっ

たが、産業革命以後に於ては専ら都市に依る回合

XI 1 4  

の征服と云ふ形をとって来た。此の結果が本来の

園土計叢乃至は地方計護への必然的原因と友った

のであるが、最近に於ては都市に劃ナる空襲に、依

って受ける甚大主主る被害に直面して、 i斯く都市人

口の回合への疎散乃至は移住、工業の地方分散と

云ふ形をとって現はれつ ι ある。一一之に就いて

は後に述べる。〉而も都市人口と農村人口との聞

には、徐りにも大き友相呉が認められる。之は勿

論先に述ベアヒ様な都郡南枇舎の根本的に封立的危

枇舎構成、世舎機能、世舎現象! こ依る必然的主主結

果である事は云ふ迄もない。

第ーに農村人口は都市人口に比して、話士会心理

的に準かに同質的である。農村人口は農村枇舎の

経済的基礎である農業その他の原始産業の本質上

土地と密接に結びついて居る。土地に定着する事

に依って所謂郷土を形成して居る。従って農村人

口は言語、風習、その他所有する枇舎的遜念が一

様であり、之等に依って育まれた郷土的精神に依

って竪く結ぼれて居る。此の郷土的精神とそ、土

陀依って育まれ、土陀依って結ぼれた共同的精神

である。農村合祉は斯かる郷土的精神に依って結

ばれた共阿佐倉 ( Gemei nschaf t .) である。

之に反して、都市人口は都市そのもの L 本質上

各地からの流入人口の集合であり、而もそれは常

に新しい流入人口に依って更新されつ L ある。従

って都市祉会は各地からの流入人口の集合踏に過

ぎ主主い。都市人口は都市枇舎の経済的、枇合的基

礎である工業乃査は商業の木質上土地とは全く閥

聯が主主い。都市人口の役割は唯- 原料を購入し、之

を加工し、費形し、之に依って得た製品を販貸す

ればよいのである。之等は単に利潤の分配に依っ

て結びつけられて居るた過空友い。資本主義に依

って育まれた者11市祉舎が、利潤遁求D 必要上農村

祉舎に比し、遁かに多くの祉合的分化が起ったの

は嘗然であらう。都市人口の聞には彼等を結びつ

けるべき郷土的精神が友く、叉斯かる共同的観念

を育むべき何ものも主主い。都市社舎は資本主義的

経済観念に依って結ぼれた利経祉舎 ( Gesel l s-

｣ｨ｡ｦｴＩ である。此 ｾｋ 爾枇舎の根本的な相異が

あるのである。

(  Il D  

斯くの如く本質的相異る雨祉舎が皐ーの枇舎を



形成する場合、雨者の交流が狭域的にも或は贋域

的にも闘滑に行かないのが章然かも知れ君主い。何

れにしても過去及び現在の歴史的段階に於ては、

之は極く稀友る例外を除いては、産業革命以来都

市の無限の膨脹、農村から都合への絶えざる人口

流入一ーその原因は兎も角としてーーとなってあ

らはれつＮｉＮｾる。従って此のまＮＱＮＨＲＩ勢で行けば、

現代の枇舎は益々都市化し、農村祉会乃至回合枇

舎は次第に消減するのc ' はえにからうか。而も我々

は都郡南世舎の翠一世舎に於ける本質的役割、並

に扇者の不可統的相互作用を否定する語には行か

ない。都都南枇舎は狭域的にも叉瞭域的にも相互

に他を相補ふ事に依って始めて、. 一世舎を構成

し得るむである。何と主主れば、田舎は都市に食糧

と原料と人口とを補給し、都市は国会に製品と文

化とを補給するからである。農村の都市化の傾向

を認め。而も都郡南枇舎の本質的分化を容認せざ

るをと得君主いものとすれば、将来の南枇舎は如何な

る形 在取るべきであらうか。之に封ナミ5解答は唯

一つしかない。即ち、農村は都市化すべきであら

う。之は農村に都市的役割の幾らかを奥へ、農村

に都市的文化をも奥へるであらうから甚だ観迎す

べき事である、然し農村が都市化したものとすれ

ば、農村はそれだけ農村自身の農村的役割を負換

す! J る講にはいかたいで、あらうし、者11市はそれだけ

都市自身の都市的役割を負婚し友くてもすむ代り

に、それだけ農村的役割を負機し放くては主主ら主主

い事と怒る。換言すれば、者1I 都の差異は激化ナる

かの如くに見えるが、之は事貨は従来の如き都部

商社舎に見るが如き差異は消滅して、従って従来

の都市祉会、農村祉舎は農村化し? とる都市乃至は

都市化したる農村に代るので、は友からうか。之は

農村自盟の都市的文化的向上を意味する以外の何

ものでも友い。農村化したる都市、都市化したる・

農村、斯かる新時代の祉合的分化とそ、従来む都

郡雨祉舎の矛盾を是正すると同時に、都郡雨枇舎

の本質的封立を解決するものでるらう。

それでは賀際問題として歴史的段階に於て、都

郡の分化は増大しつ L あるのであらう、又は減少

しつＮｉＮｾうるの であらうか。之は狭域的一一一地方

又はー闘内一ーにも 、民域的一一地球全般から見

て例へば西洋と東洋は郡部雨枇合の代表的なもの

である。一ーにも、本来郡部の分化は全く君主かっ

たが、分化の建生と共に之は描物続的に増大して

頂賠に達し、英の後は拠物線的に減少しつ L あ

る。歴史的に見れば、! 歴史の最初の段階に於ては

勿論かふる分化は起ら左足かったし、叉古代以後分

化は起つでも、それは極く僅かなものでるった。

郡部の分化を増大えにらしめたものは産業革命に依

る資本主義的産業の繁祭である。而も詰問日の分化

を増大せしめるかの如くに見えた産業革命自身も

それ自臨の中にその後期に於てはその分化を疏薄

友らしめ、都昔日雨枇舎の相互的1 d . . 宇農宇都市化を

達成せしむべき諸積の力を匂合して居たのであ

る。此の雨枇合分化の微弱化は、0 /1論者1I 市の農村

化よりも農村の都市化の方向に於て、より多く進

みつムあるむは、雨駐舎の文化の性質上賞然の事

でるる。狭域的に見れば、欧米諸園K 於ても、亦

勃が園に於て も一一多少テンスが遜れて居るでは

あらうが一一際域的に見れば、東洋と西洋との聞

に於ても、者11部分化は最・早此の最後の段階に進み

つ L あると考へる事が出来る。唯、古代の歴史の

二三の場合に於ては、例へそれが天境地異の結果

であったと は云へ、者I1市枇舎の衰亡として、逝に

者I1市の農村化K 依る者I1 訪日分化の微弱化が行はれ

た。之は勿論、例外的な場合に過ぎたいのでるる

が、必歩しも例外のみと考・へる課にはいかない。

何と主主れぽ、大東亜戦守乃至は第二次殴洲戦争下

に於て、都ml ' L 到する空襲は或る意味に於て都市

の衰亡を招来し、質際問題として都市人口の農村

への疎散乃至は移住、工場の農村への分散乃至は

移設と友って質現しつムあるからである。一一而

も、之とそ都市計霊乃至は地方計輩、閣土計設に

至る一聯の計義髄系の企園しつ. 1 . ｾうる事が、偶然

とは云へ戟守に依って責現されつ L あると見るべ

きであらう。之は明かに都市の農村化の現象で、あ

るが、斯かる現象は反面に於て農村の都市化をよ

り強く誘引しつムある事も塁走ひない事質である。

一一之とそ、胃頭に述べ? と現下の者11市と農村、工

業と農業む過渡的君主又或る意味に於ては本質的左足

摩擦でるり、粗削友のであるが。之は自然の趨勢

である。郡部の分化は 、斯くの如く農村の都市化

と 百 ｾｉ 市の農村化の相互作用に依って徴弱化して行

くのである。之は決して往 k 考へられる様君主都市
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に依る農村の征服でもなければ、農村の衰亡でも

ない。唯、祉舎の分化が都郡の分化の代りに、宇

農宇都市化に移りつ ι あるのに過ぎ主主い。然し斯

かる牟農宇都市化の、より強い、より櫨観的主主傾

向は、一見都部分化の増大、都市に依る農村の征

服を示ナ徴候の如く見られて居た、都市人口の増

加に劃ナる農村人口の固定叉は減少、農村人口の

絶え宮る流入に依る都市人口の著しき膨脹、農村

に於ける全職業人口 1' 1 : : 劃ナる農業人口の比率の減

少一一之は農村人口が農業から各種の都市的職業

への移行しつ£ある事を如貫に示ナものである。

一一等の諸現象の中に、都市の農村化と農村の都

市化の相互作用として或は弱く作用しつ L あるの

でるる。即ち、農村人口の都市へむ流入に依っ

て、都市は農村から健康主主る宰気と血液と文化と

を吸牧した、農村人口の減少的傾向に反し、都市

人口は著しく膨張して居る. 従って都市の食糧並

に原料の需要量も増大せざるを得ない、農村人口

の減少にも拘らで炉、農村は都市により多くの食糧

と原料とを供給して居る、之は農業の機械化、集

約化に依る多角経告警に負ふものである、之は必然

的に農村の職業人口の分化を招来し、農村人口の

職業構成は次第に都市的構成に近づき、農業人口

の比率は減少の一歩を・たどらざるを得左足い、之と

そ農業の工業化、農村の都市化でえにくて何であら

う。此の間に存在する各種の交通機関、通信機関

も亦雨祉舎の交流、雨枇舎の一躍化に大きた役割

を果して居る。斯くして都市並に農村の宇農牟都

市化は夫等自身の知らす= 知らす= の中に、夫等自身

が果して来たと見るべきでまうらう。

而も j析か L る都市並に農村のキ農宇都市化の傾

向は、それ自身の木質上都昔日雨祉舎の偏在をも徴

弱化するであらうと云ふ事を附言し主主くては主主ら

t:J. い。正ド農宇都市化的所士舎に於ては、狭域的にも

蹟域的f ' C ｾ＠ . 都郡偏在の徴弱化も亦都部分化の徴

弱化に附帯した自然む趨勢である。斯かる自然の

趨勢とそ、将来の都市と農村白形態を暗示するも

のである。

( 百〉

斯くして宇農宇都市化は自然の傾向であると云

ふ事が出来る。然し者11市が農村の健康たる昼集と
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血液と文化とを夫自身の中に咽暢し吸牧してしま

ったのに反し、農村の都市化、農業の工業化は農

村の祉舎的経済的文化的機構並に農村人口そのも

のに著しい影響を奥へた。一一之が胃頭K 並べた

農村機構の破壊、人口の弱腫化として、農業乃至

は人口問題の側から憂慮されて居る賠なのである

が。然し之は可否の如何に拘らす" 自然の趨勢であ

ると同時に、農村の都市化は都市より込農村自身

が無意識の中に夫自身で果して居るのでるる。農

村は共同的自給自足経済から都市の市場経済、貨

弊経済へ轄換した。農村は都市の市場に食料並に

原料を販寅ずる代りに、都市からその製品を購入

する様になった。此の事は農村経済全般に亘って

一聯の根本的費化を惹起したのでるる。農村も亦

都市と同様資本主義経済の一環を放すに至った。

農業も亦都市の工業と同様資本主義的友企業経営

の形をとる様になった。従って工業と同核、利絡

を主腫として分業化し、集約化し、機械化した。

斯かる農村自身K 依る農村の都市化は農村の経営

機構に根本的費形を奥へたのみでなく、農民精神

農民文化に著しい費革を起しつ L ある。農村の職

業構成の都市的分化も亦此の結興ってカがある。

農村のみの持つ美黙であった共同的精紳並に之に

依って育まれた郷土的文化は失はれて、都市の個

人主義並に個人主義的文化に代りつ. l . a ，るのみで、

友しひいては農村人口の弱髄化( 都市人口的〉

へと進むであらう。斯くの如くキ農宇都市化は常

に資本主義的副作用を伴って居る。然し農村の都

市化が惹起ナる之等の一聯の諸影響は、 1仕上杷憂

される様主主農村の都市化ｦＧｃｾ討する担否の理由には

左足ら君主い。問題は何も農村にのみ限られたる問題

ではなく、際く都市と農村とを包含した全世舎の

問題である。我々は奮態的友農村機構の保守に期

待する諜にはいかない。我々は農村人口の弱臨化

を問題にする前f ' C . 都市人口的弱櫨化そのものに

確固たる童話策を講じえにくてはなら友い。寧ろ我々

は全世舎を風鹿しつ. 1 . ｾうる資本主義乃至は個人主 ，

義並に之から減生する諸事責及び諸影響に其の原

因を求めるべきでるらう。而もイヂオロギー及び

その奥へる諸影響の如何に拘らすヘ農村の牟農宇

都市化は畢寛自らの作用に依って必然的に累進し

て行くでるらう。



かる配置、配合を決定するものは、アウタルキー

で、aうる。之は庚域的には例へば大東軍共栄閤であ

れ狭域的には季末、月末、週末乃至は日常生活

圏でるる。故に庚域的にも狭域的にも自給自足経

済閣の形成とそ、新時代の都市と農村の任務であ

れ斯かる新都市、新農村C 形成とそ、園土計霊

乃至は地方計霊の任務でるる。

〈筆者は大阪府都市計愈委員曾技師〕
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それでは将来の牟農宇都市的批舎は如何なる形

態をとるべきでb らうか。それは資本主義的副作

用を伴は主主い枇舎でなくてはならない。そとで斯

かる新批食は、資本主義乃至は自由主義、個人主

義の否定されつ L ある今回、始めて可能君主るもの

である。勿論此J $ i で云ふ宇農宇都市的批舎とは、

都市と農村の分化の消滅した祉舎を云ふのでは君主

ぃ。斯かる祉舎は或は理想的祉舎形態で喜うるかも

知れ友いが、恐らく農業並に工業の本質上恐らく

皐問上のユートピヤとしてしか存在し得たいでる

らう。従って都市と農村の分化を全然消誠ずる事

は出来えにいであらう。我弟の期待ナる牟農丘宇都市

的祉舎とは、都市と農村とが最も均一に最も緊密

結合し、海然と融合し一帯化し? と細胞組織的危枇

舎であれ之は出来得る限り農村化し? と都市と出

来得る限り都市化した農村の組合せに依って構成

された祉舎で、ある。 1析かる枇舎に於て始めて、過

去に於て分離してしまった土地と人口とを、その

各々の産業と文化とに依って、再び永遠に結合ナ

る事が出来るであらう。斯かる吐舎に於ける都市

農村雨祉舎は最早温去に於けるが如き利凝祉舎で

もなければ、車怒る共同社舎でも泣い、都市と農

村とはその利益に於ても共同的精神に於ても密接

に結合して居る共同利益社舎で②る。成る程、農

業が如何に機械化されたとしても、農業と都市的

工業との本質的差異を除去する諜にはいか放い。

従って都市祉舎と農村社合、都市人口と農村人口

との環境的差異を消蹴する事は出来えにい。従って

i滋ひて云へば、前者は Gemei nschaf t 的 Gesel l s-

chaft ( 共同的利径吐合λ 後者は Gesel l scheft 的

Gemei nschaf t  ( 利盆的共同社舎〉とも云ふべき差

異はるるであらう。然し雨批舎の配置、配合が遁

切であるならば、雨者の均衡を得た相互交流作用

に依って宇農宇都市的批舎は主主 k ユートピヤへと

近づくでまうらう。此の需には都市と農村の需要供

給が均衡しえにくては怒ら君主い。斯かる祉舎に於て

は、庚域的にも狭域的にも都市と農村の偏在は許

され君主い。斯くて農村は都市に必要にして充分えに

る食糧と原料 t 供給し. 都市は農村に必要にして

充分なる製品を供給する事に依って、雨社舎は牟

農宇都市的主主る単一枇舎を形成するであらう。方[

CV )  



工 場 勢 務 者 厚 生 施 設 卒 岡 正 夫

J . 序 官

抑 k 近代機械文明の奥ヘた最大，' P. 主る依陥は、吾

々の周固から自然的事境を逮捕させた事である。

人類が大自然を忘却して無秩序、雑沓的友生活を

なすを以て文明友りと誤認し、無味乾燥怠る人工

む砂漠とも云ふ可き大都市を誇らしげに形成させ

た自由主義的注文質文明は、特に工場に於て、騒

音と悪瓦斯と塵挨む中に 2うって疲努を費えぬ機械

に引摺られて兎角過努に陥り勝ちの努務者から、

無慈悲にも人間生命維持の要素? とる紫、蓋外棋に

豊める日光、新鮮君主る空気、豊かなる大地の恵み

緑地帯等を隔絶させて顧みたかつだのである。さ

れば工場とは、所謂殺風景にして混雑と危険、不

潔と不衛生主主る場所の代名詞の如き先入感をさへ

世人に奥へてしまったのである。

然るに現今、生産増強を絶鰭的緊35とする長期

戦臆制下に於ては、先づ何よりも工員の健康増進

及ひ嘘護を目標としたる肉髄的錬成を第一イ康件と

し、園髄的統務1J. 精神的訓育に劃する施設、方針

者と充貫させる事の程度如何は直接工場に於ける生

産能率に影響を及市ナ重大脇心事でるる。即ち従

。来行はれてゐた苦事務者の消極的保健に止まらす= し

て更に積極的髄錬訓育に忍従せしめて、健全なる

精神と共に、剛健なる肉臆を併せ錬成せしむる事

は念務の事責でるる。斯くして櫨力向上は健兵健

民政策の重慰として、叉圏種的、精神的訓育は一

致協力‘ 減死奉公の念願を培養達成せしむる意固

から観て、現下最も緊切なる園家的要望でるる。

曇に日支事襲の起るや、工場生産量の増加に伴

Eλ 熱紙工( 遁格者) の不足を補ふ目的から未熟練

工或は未経験者( 低格者或は未成年者〉を採用し

て、工場白檀に於て技能を主に指導教育せんとす

る事、及び昭和14年 3 月31日勅令第 131 読に依っ

て稜せられた工場事業場技能者養成令に基く養成
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義務の必要から、特に青少年工の養成敬育と云ふ

現象が盛んに主主った。新かる問的達成の矯め及び

養成ヱは一般に地方、農村より採用するが矯めに

先づ牧容すべき住居として宿舎を提供するのが工

場厚生施設む重大目的でるった。元来之等の施設

の目的は一つの圏種的、精神的訓育に便左足らしめ

る露めであると同時に、青少年工が都舎の風に馴

染み兎角に放縦主主る生活K 流れる事を防止し、併

せて従業員待遇改善方策の一部に資せんが震でる

ったが、宜際には自由主義的主主傾向のものであっ

た。然るに現今の大東亜戦争に於て、その長期化

と大規模作職の展開は、軍需生産部門に於ける生

産力増強の絶種的要望から、生産努働力を強行す

る必要及び努務給源確保の意味から企業整備に依

る過剰努働力、動員計壷外需要努働力の抑制、浮

遊努働力に劃する徴用叉は勤努報国際より成る青

少年. 婦人、韓厳業者等の未経験努務者の参加叉

は補充を必要とするに至った。従って従来の如き

精神的. 肉鵠的の完成せる遁格者のみを撰揮採用

する自由は許され歩、肉鵠的に不充分主主る所謂低

格者或は未成年者たる青少年工或は従来紡績工場

等にのみ翻られた婦人勢務者を機繊金属工業、化

率工業の如き童、化撃工場に迄採用したEければな

らぬ現欣である。一方露家的要請に基く生産増強

は益々努役の量的並に質的強化を結果して居る。

而して之等の努務者を主として考へた場合、所謂

低格者或は未成年者に遣すする保護施設として統制

ある圏髄的訓育を施して睦節を教へ、克己、忍耐

協和. 犠牲等の美徳を錬磨せしめ、猪一般的に観

ても、人的資源を確保、擁護する目白切ミらして.

作業制、努務時間及び休憩時間の適正、休養の方

法、柴養の補給及び疾病傷害封策等の厚生施設と

安全施設の遁否は貨に重大と主主る。特に戦争が長

期化して生産競宇が捜けられて行く場合には、官余



りに臨時的危施設では凌を切れ主主くも主主る。故K

工場に於ける厚生環境施設は従来行はれた所謂工

員優遇を目的とした存在とは全然その趣旨を異に

し、能率的、経済的でるると同時に勤害事に依る疲

努の回復L 消耗されたる盟カの補張、明日への活

力源泉の費生を主眼としての心身鍛錬を目標とし

た施設 eあれ工場生産部門に封勝、し? と内面的友

重要施設のーっ.. ( : ' あると断言して樺らぬ。

然し乍ら他方から観て努務者の生活には作業場

を離れて開放された私生活の一面を考へてやる事

も、之亦重要定記事質であるが、如何に作業場内の

生活を健康的に指導しても、との私生活が非衛生

的、無秒序的であるならば却って其の効果る薄ら

ぐ結果に至る事は蛍然でるる。殊に吾閣の工業を

歴史的K 観ても、所謂親子代々職工と云ふ工場生

活に習慣付けられて自認して居る一一板に付いた

者は極めて少なし多くは地方、農村からの移入

で、aうる。而して生活様式の急: 激な費調一一農村と

都舎の生活習慣の相違、農業と工業に於ける技能

の相異一一而して工場生活と自宅生活との聞には

例へば建物に於ても洋風と和風との差が通うりーー

その不調和に依る生活の不均簡を何とか解決し主主

ければ主主らぬ。之は錬成に依りて或程度の解決は

得られるものではあるが、事賃上夢事務管理方面

一一ー内面的規制、建築計霊的方面一一環境的規則

との雨方面相倹って進め友ければ怒らお問題であ

る。而してとの解決の一端として常に努務者の我

園調特の性格と特有の脅性とa : : 明確に把握したけ

ればえにらぬ。例へば家族制度的の観念は一一過去

に於ける自由主義時代には之を封建的と排斥し

?と。o. pち個人主義的な枇合秩序の基礎を策してゐ

た一一今日に於ては飽く迄も之を生かし助成する

様に心懸けねばならね。我国の住宅に於て室と室

との境界は所調観、障子の如く紙一重 e' 1P O. 殆

ど開放的君主規律の中に生育せられて、祉舎の秩序

の鍵は家族制度的えに観念を基とした有機的な組織

である。時局の要請に膝へて蹴々建てられる或は

整備される大規模の工場に於て 、その中 K 従業す

る努務者遂の工場生活に謝する考ーへの混筒Lは、 と

の遁の不調和に原因する事も確かに多く種 k の形

で表はれてゐる様・でaうるが、之は建築計霊が環境

的にその生活を規制すると云ふ立場から 、改めて

深く考慮して観る可き問題ではあるまいかと思

J 、。

扱て以上の通り今日生産努働力の維持; 矯整に絶

髄的必要主主る可き工場附属施設たる厚生施設に就

ては、その生産工場に於ける作業の種類と努務者

の性状或は工場周闇環境の情況等より推して夫々

に相具するものであるから、その施設に封して一

律に標準型を以て蛍依める事は出来ぬが、今一般

的友施設の要目を掲げて参考ｾｋＮ供し度いと思ふ。

兎に角以上を綿括して最早や今日の時代に於け

る工場む厚生施設一一夢事務者の厚生環境施設ーー

とは、従来の如き車怒る工場の昭利設施とは全然

その趣旨が異君主払念速に充宜整備す可き重要主主

る工場施設である。

元来、工場K 於て高熱作業場に於ける熱風、轄

射熱の遮断、新鮮昼気の補給施設、有毒物取扱叉

は庭理作業場或は化皐工場叉は煉煙、躍挨蛮生の

多量なる工場等に於ける手洗所、浴場又は作業場

と隔離した食堂む設備、其の他危害強防上の各種

安全接世並に衛生規則に規定された各種の工場施

設等は充分に考慮すべき重要なる厚生施設と見倣

す事が出来る。然し之等は工場として行ふべき賞

然の施設であ .0 • 工場建築計霊には必歩包含す可

き要項でるり今更に云 k ナる迄もない。

以下の事項は努務者の厚生施設として今後充分

に考慮す可き主友る問題でるる。

くイ〉 休養休憩施設

休憩室

〈ロノ 飽錦施設

檀育、蓮m: J J施設、慰安奴柴施設

〈ハ) 激防曹率的施設

盤療施設、酷控室、診療所、健康相談

室

( ==- j 住宅、寄宿舎施設

〔ホ〉 栄養施設

食堂、厨房

( へ〉 保護施設

授乳室、晴育室、託児所

( ト〉 教育施設

青年率校、闘害車、講堂

2. 厚生施設関係法令

工場法( 法律〉

工場法施行細rt lJ ( 内務省令・〉

工場危害? 象防及衛生規則J ( 同〉
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同 施行標準( 内務省令)

診療所取締規則〈同〉

工場附属寄宿合規則( 同)

同 施行細f l . IJ ( 蓄を視臆令〉

同 建設指針( 警視聴保安部工場課〉

以上は厚生施設D 主要主主る聞係法令ーにして、猫

該法令は東京都をう標準と して列穆したるものであ

る。英の他む都舎又は地方に於ては其の内容に多

少の相違ある事を承知願ひ度い。

3. 厚生施設の内容

休 養 休 憩 施 設

僅かの休憩時聞にも良く利用出来る休養. 休憩

設備として. 殊に絵日太陽光線に恵まれざる場内

作業に従事ナる努務者に劃しては屋外む通路、空

地等を計霊的に利用して線化し、或は屋上又は腸

首り良き廊下を利用して豊の休憩時聞は勿論、午

前後の僅か主主休憩時聞にも戸外に出して太陽に親

しませ、又は音柴に合せて夫々の職場に適した工

場髄操等を行ふ事の出来る設備が是非必要で、あ

る。而して徹夜業を必要とする作業にるつては深

夜 の 久 3 時間と難も充分たる休息に利用出来る

筋設が必妥でるる。

檀 錦 施 設

今日に於ては慰安娯業施設と云ふよりも寧ろ工

場厚生韓錬施設と云ふ可きでるる。工員 K 積極的

君主る心身の鍛錬及び圏髄的訓錬を行ふため、或は

官会限善用のための健全なる厚生慰柴に供ナる目的

を以て相蛍の厳い荷積の縁地を設定する事は工場

の厚生施設として最も効果的である。統務1 ] ある圏

閥的訓鍬は年若き努務者に秩序と櫨節とを数へ‘

克己、忍耐、而j して犠牲、協和等の美徳を錬磨さ

せる。此種の厚生縁地の位置を工場取地内叉は隣

接して設置する事は最も理想的で、あるが、工場附

近或は到達利便なる土地をと獲得・して施設する事も

一方法である。還境上近くに得難い時には一週に

一度或に二度、之を利用ナる時聞を共の交通焚と

を考慮せねばたらぬ。叉は常 l乞不健康な都市の工

場地域に生活する努務者のため山又は海の家を利

用出来れば有効で、dうる。

計霊内容K 就いて概略弐のものが言うる。

髄録、訪I[ 紙、競技K 供ナる厚生庚場

野球、庭球、籍球等の各種競技場
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水泳場、武道場、弓道場、相撲場等の盟育施設

家族の見童遊戯場、釣魚、結遊びむ池泉

花壇、農園、散策花路、圏襲芝生地

休憩室、集合所、食堂、事務所等

猶之の外に屋外に於ける髄育錬成箱設として厚

生省恒力検定が決定されて居るむで、少く共髄力

検定貴施項目たる走、跳、投、運搬、懸垂の 5 種

目に劃する練習場として運動場の杢地を考慮すれ

ば都舎が良いが、 2芸地の無い場合は前述の厚生蹟

場佐利用しても良い。勿論之等の種目 K 劃しての

正規の運動場を設けると友れば相官の面積が必要

と友るが、最小限度に考へて蓮動場としての空地

は u 昼地面積 ==10mて5 坪 j l 人

の標準は是非必要でるる。

工場内に於ける手近かお: 髄錬施設として昭和 6

年以来工場樟換が盛んに友った。警視鹿に於ても

神前盟主果、産業躍操、民謡瞳録、国民世銀、吟I泳

胞揚等: を工場躍繰として制定し、各工場努務者に

質施させて居る。元来罷操の効果は努働に依る局

告s的t1 . . 疲事事を全面的主主波- 努に直す、従って疲努度

が漫く主主り回復も早く、一種の休息が強調される

ものと解躍して良い。開操は疲労部減の方策とし

て工場に於ては是非貫施させねば‘ ならす示、との認

識を奥へる事が最も肝要である。盟主長は一般に中

間休憩時前は各職場に於て、特に中食休J泣! 前には

屋外の通路、憤場等I' C 於て行はしむる詩め、工場

建物周囲の昼地は唯に防空上白制限のみなら歩.

斯かる意味から観て相官僚く採って置く事が必要

である。

議防醤懇的施設

工場に於ては一般厚生施設のーっとして、災害

事故に依る 負傷者の臆念慮置、或は疾病の宣芝生し

たる際の冨療施設を完備させる事は最も理想的で、

あるが、綜合病院叉は診療所を経' 葺するのは規模

の大友る工場のみに限られる。従って一般の工場

K 於ては災害. 疾病の鹿置、 強防撲践に庭ずる

ものが、更に一歩進んで「保健J I増健J を計る

積極的方針を震す施設を行ふ必要がるる。斯かる

施設を充賀すれば徹底せる指導に依て、例へ低格

者' ，1 : 於ける瞳格も白 k の生産活動と相倹って身髄

的障碍も起さす= に. 却って遁格者と同一水準迄K

惚格向上を計り得る。特I' C 健民健兵政策の立場か



ら翻ても昨今lて於ける結' 段病に劃しては可及的に

撲滅を計る施設を完備させる事が急務で、ある。従

ってその目的のために健康管理託行ふための前提

としては、労務者企部のレントゲン1致命、 B. C.G

ヲクシン注射を行ひて名人の健康 ';1た態 をご 精確に知

り、その結果・を遁常に分類整理! してi置き、途時夫

k の者の経過を診断し得る施設は是非必要で、あ

る。その病j伏の結果に依つては作業を捷史し、作

業時聞を短縮し、休疋! 時間には衛生的1 ; ; . - 通風

採光、環境宜しき一一健康管理室、保護室等l乞て

ｾ師の観察下に或期間中毎日に休養生採らせる等

の施設が必要で、重うる。健康管理に於て貰際上合理

的に賀施する事は極めて困難である。多1設の多事務

者・を各人毎日監察する忙少数の欝師を以てしては

到底不可能である。之がために組長或は班長の如

き日常夢事務者に接近し、その健康j伏態共の他を良

く熟知せる者を保健衛生保ヨえは指導員に任命し、

その組又は斑の者の健康を絶えす= 注意させて、若

し多少共呉j 伏を認めた時には直ちに欝局と聯絡し

て史| 乞精密な診断を受けさせる事で②る。然し之

と同時に健康管理不は努務者だけでなく其む家族

に劃しても充分1 ; ; . る注意を挽ふ事が肝要である。

之の一例として保健婦を置き、其の家族を訪問し

家庭生活一般の指導並κ 躍病者の護見の場合、憶を白

局と聯絡して油蛍主主庭置を採らせて居る某工場が

ある。保健婦の数は苦手務者家族の分布j伏態に依り

て異るが、一般に小範圏を標準として労務者 500

人に l 入賞りの割とし、即ち家族 1 家 5 人として

2. 500 人の家庭訪問を需し得る事が統計上に示さ

れて居る。

質際上の問題として工場内に於ける努務者の健

康管理として、結線 l乞封する致防撲滅の方針は次

の通りである。

(1) 猿 防栄養問題と同時に特殊栄養剤補

給。レントゲン検査、 B C Gワクシン反

陣、積極的極育訓絞

(2) 早期鷲見 初感染反感試験。ツベルクリン

反鹿賀施。マントー反鹿

(3) 諜 養 廃 置 診 療 所 も 痕 養 所

以上の内 (1) (2) は所謂工場附属診療所として

之等の慮置 を鴛す施設を備へて置く事は是非必要

である。 (3) に於て殊に重患者は他の隔離病院に牧

容するとして、軽微なる初期患者に劃 しては前注

の如き特に考慮を計らひたる施設を設けて置く事:

が望ましい。

現今に於ける健兵健民政策を基調としたる立場ー

から観τ 、特に結絞病に劃しては絶髄的に撲滅を

計る施設を完備さぜる事が念務である。

住宅、寄宿舎施設

勢務者の生活には作業場を離れて私生活の一面

を考へて遁ら友ければならぬ。特 I' C 青年率校附 恩

寄宿合、一般若事務者及び徴用工を牧容す石工場 附

属寄宿舎或は共同寄合の如き所謂満身者を i次容す

る寄宿舎に於ては、察長又は舎監に於ても之が管

理には買に骨の折れるものでるる。

住宅に於ても昨今の如 く容易に得られぬ時に於

ては、強め工場建築計霊の内に之等の施設は必然

的に包含されねばならぬ。寄宿舎叉は置土宅 を夢事務

者 K 提供し、殊に交代制に依り深夜業を需す場合

等を考慮して、その住宅の周囲環境を壷聞の休息

にも遁ずる様に配慮する事が必要である。之等の

建物に就ては腸蛍 T . i A 風、排水等の建築衛生的

考慮を計るは勿論であるが、その位置に於ても工

場より絵り遠方でなく 、警視臆工場附属寄宿舎建

設指針にも示されて居る如 し 徒 歩80分以内にし

て還境宜しき位置の撰定が望ま しい。若し都合地

で近接地に土地うが得られぬ時には、せめ て工場迄

の交通機関の簡単、便利主主場所を撰ぶ可きである。

鑓 養 施 設

現今希望する食料品の入手には従来に比較して

統制化されて居るので仲々希望遁りに行かね場合

が多いので特に集圏的給食託行ふ寄宿舎、工場食

堂等には祭整の問題に就いて充分えにる注意が必要

となる。策費に就ては其の量と質とが問題に友

る。その必要量に閲しては年齢、憧力、性別、生

活犠式、作業量等に依りて夫々に異る。従って一

律の献立に依る事は一考を要ナ可き問題であり、

夫々 に感じて量と質との差異を考慮す可きであ

る。工場内に綜合厨房を設けて寄宿舎、 青年率校

工場陀夫々配給する場合、洗米所、野菜、魚肉類

の賄場は共同的のものとして一個所に纏め、調理

場は夫々に臆 じて雷然直別せねば伝らぬ。従って

各工場内に各用途に臆 じた食堂乞設くる場合、食

探置場、消毒場を含めた配膳室を設け、 獄味噌汁
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等を供給する場合には特K 冬季に於て湿め直ナ装

置を設けて置く事が必要である。

保 護 施 設

生産増湿の要請に基いて嘗然既婚婦人の努務参

加も相営主主に昇る事を見込み、学L幼児保護に霊討す

る施設は賞然考慮してやらねばならぬ。学L幼児保

護並に鍵民育成は長期戦下にるって貰に圏家的要

望K 添ふ様に乳幼児の健康増進を計る積極的1 ' : J . . 施

設を濡す可きである。工場法施行規則、第9僚ノ2

「生後滅1年= 主主セザJ レ生児ヲ H甫育スル女子ハ就業

時間中ニ於テ 1 日2 回各30分以内ヲ限リ其ノ: 生児

ヲ暗育スベキ時間ヲ求ムノレコトヲ得、此ノ: 場合ニ

於テ工業主ハI路育時間中共ノ女子ヲシテ就業セシ

ムノレコトヲ得ズJ

授乳室、時育室. 託児所は同一建物として工場

より離れた環境宜しき位置に設け、保健的ものと

需せば良い。而して昼敷及び板張りと主主したH甫育

室と遊戯室を設け、其の他に午睡室、浴室、食堂

日光浴室の屋内施設と、遊び場、砂場、芝生等を

備へた屋外施設が必要で、ある。兎に角努務時間中

相嘗の長時間に互り母親が安心して作業能力を裂

揮出来得る施設である事が必要である。

教 育 施 設

園民感校卒業の青少年多事務者は綿て青年準校に

入撃せしめ、工場努務者として養成を需ナは嘗然

であるが. 此庭には一般事事務者を標準としての敬

養を施す意味から、図書室は是非必要で、ある。之

と同時に工場娯紫として音襲、演舞等に依りて工

場生活に圏襲的主主精神を育成せしむる事も重要で、

ある。従って武道場、講演舎場とも1 ' : J . . T. 又は式

場に或は音繁舎場にも代用せらる ι 講堂は是非必

要である。

4. 結 尾

最近. 青少年工並κ →交工場努務者の厚生運動

叉は厚生施設に非常主主関心が排J はれて来て居る。

厚生施設の必要は既に序言並に各施設の内容に述

べた通 bではるるが、「厚生」友る言葉の意味を

平易に解穣ナれ・ぽ「気晴らし」である。壷痩を f毒

ナも良し、運動をナるも良い。兎に角明日の努働

力を得るための葬式晴ーらしと云ふ大き君主意味に観て

良い。而して其の気晴らしに封ずる夫々の方法を
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纏めて云へば、値扱( 韓育) 食糧、慰安、読書が

重鈷とえ主る。之等に従属して健康管理、乳幼児保

護、佐居施設の問題が含まれて来る。努務者厚生

環境のーっとして工場寄宿合だけを考へでも、夫

等の施設に劃しては仲々重要な問題が Ｎ ｾｾ一一去

る令月 24 日東京産業報園舎主催「工場寄宿舎に於

ける寮生活に闘する研究懇談合」があれ小生も

出席者の一員として各方面の調杢報告を聞き、猫

その施設の一端を申述べた次第であるが、斯かる

問題は這って機合ｾ観て並ぶるとし、兎に角本書

l乞は努務者環境に就ての全般的施設を述ぶる積り

で、 H世: 紙致の都合上、その概論的に漫然と列穆記

述 し た ｾｋ i晶' [ f ぬ事を大方の了承K 待つ次第であ

る。勢務者環境に封ずる管理、施設等の問題は漏

り工場{Ai j K於ける問題だけで友く、我々その建築

に従事ナる者としても重大友る今後の研究問題で

あると附記して筆を欄く。

s. 工場厚生施設計壷に聞する参考資料

盤 療 施 設

跨 員 数 = = 1 人/ 努務者300- 500人

看 護 婦 = = 2 - 3 人/ 瞥師 1 人

診療所面積 ==2- 3m/ 患者 1人( 廊下、待合室、

治療室を含む)

事務室面積 ==20- 25m/ 努務者5. 000人

レントゲン室面積 ==40- 45m

廊下商積= 全床面積× 弘( 繋局、配剤l室、診

療室、外科室、待合室者三含む)

所要水量= = O.  03- 0.  035m
3
i10人

寄 宿 舎 施 設

寄宿舎商積 ==10- 12m ' 3- 3. 6坪 ) / 牧容人員1

人

祭 養 施 設

食 堂

所 要 面 積=0. 9m・/1人 C職員用)

=0. 8m・/1人( 工員用〉

= 0 .6 - 0 .S m ・/1人( 寄宿合、少年工

の場合〉

但し之等の面積には通路、食卓、椅子其の他運

搬通路の面積をも含む。

厨 房

手洗栓主主 = 1個/ 努務者5- 10人



所 要 面 積 = 0 . 7m水栓ユ個

所 要 水 量 = 0. 003- 0.  005m& /1.人( 手洗用〉

=  O.  ＰＰＵｾＰＮ＠ 007m
8  

/100人 ぐ厨 房 内 所

要水量〉

厨房、食堂面積比 =0. 35- 0. 60 ( 倉庫、配 膳 室

を含む〉但し食堂の大さが牧容人員 200 人以上と

なればl厨房面積は食I立の拾に採る事が望ま しい。

従来厨房の面積は貨に狭小で、不衛生で、あった。

勿論狭小であっても或程度は賄ひ得たものである

が. 今日に於ては街生的見主見地から観て、或は賄

人を能率的に動作させる鮪から考へて. 多少の官余

裕を見込んで、特に庚く設けたい。

〈筆者は 山下番手郎建築事務所技師〉

工 場 厚 生 絡 段 閤 勝 俊 能 回

』比の工場の特色は従来の工場としての建築以外に防空施設

( 地下室〉と同時に努務者の厚生施鮫が完備されて、英等が工

場と共K 有後的に組織的に統ーされ針重されて居る例として

比良に潟〈・。新〈の如〈工場と厚生施量生とを直接連結された

綜合的計貨の遜否は論ずる事を省略ナる。

li l ! 鐙 困 外観掴 フ ・ ツクス化事工場。ＺｦＺｅｾ題。
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園

〈工場港関地〉

之は前例とは全然反聖すに、工場と隔れ場所に貫生定 した菜工

場の厚生施殺である。
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夜 ー 霊 ・ 間

夜

夜中にふと限をさました。識の鳴撃が聞える。

毎日々々仕事に遁はれて、との何年間といふもの

しみじみ識の聾友どに耳を傾けるゆとりも類、かっ

たのだが、とうしてゾツと聞いて居ると、賞にや

かましい。枕のすぐ傍で鳴いてゐる様でもるる。

何かとう機蛾が蓮碍してゐる様に休みえにしにひど

く。よく聴いて見ると買に多くの種類がゐる。

i!; l  ｾうれが螺蜂 ｙ 芝、言うれがすゐっちょだ及、鈴最

も居ると判るのだが、ボンヤリしてゐると、縮機

工場の内部にでも居る様主主錯覚を主? とす。

妙な云ひ方ではるるが、とのやかましい患の音

にも拘らす= 夜は非常に静かでるる。日々苛烈深刻

l乞左足って行く戟宰が何庭にあるかと思ふ位、静か

である。伊太利が無僚件降伏をしたといふ壷の

昂奮も. との静けさに溶けとんでしまった様であ

る。

暑苦しいので宵にるけて置いた窓から、冷たい

風が入って来て、蚊l肢がひどく動いてゐる。

子供達は突貫しさう 2友主

さう 2な主格好して、蒲圏からとるげ落ち. 眠りとけ

てゐる。

寝冷えでもしたら困ると思って窓を閉めゃうと

して外を見た。八日か九日位の月ではるるけれど

も、あたりは明るく木の葉も白く光って見えた。

少し離れた所に建築中の住宅が見える。とれは

随分長いととかムってゐる。もう半年以上になっ

て. 今瓦を葺き、やっと壁土を塗ったばかりで有

る。未だ床板も何も張って無く、無論建具も入っ

てゐ主主い。その橡側と魔しき部分が、月の光の蔭

に友って、大きいｾ黒左足口を重うけて無気味に静ま

りかへってゐる。入母屋の妻の部分が、三角の一

つ目の様にやびやかす。

留守番の居お: レ¥とはれた2芸家; の綾友妖気は諜
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I1丸 田 島 兵 吉

ってゐたいけれども、それでも見え主主い暗い隈の

= むには、黒い蛇でも、もつれ合ってゐるのではな

いか、押入の中あた Pに蝦基でも、うづくまって

ゐるのでは君主いかと想像されて良い気持では主主

いe 故の枢に下ったーナじの継のきれはしが、グ

ラリと垂れた蛇む死骸にも見え、塗った壁土も乾

き切らす京、斑に主主って、第三期症f伏む皮膚を見る

様で、何だかす・さまじい。

いつも建築場は葺ば、かり見つけてゐるので、夜

の無人の工事場を見るのは勝手が違ふ様である。

どとで都合したか、今どきにしては割に品質の

い L 瓦が葺いてるれそれが銀色陀光って、とん

な夜中の景色にそぐはす示、不自然に見える。

とういふ時節に敢えて建築しゃうと云ふのだか

ら、材料主主ども廻りにくいと思はれるのだが、そ

れが少しづ L でも入って来て、遅々とはしてゐる

が、兎も角も形に主主って行く所が妙である。

勿論徐分の材料主主どは無く、加工して持って来

ては佼ひ、使つては叉材料あさりに出かけるとい

ふわけで、工事場には飽暦なども無く、木材の切

れっぱしが落ちてゐるととも無〈、周囲は夜聞に

も割合lモ片づいてゐるのが見える。今迄見主主れて

ゐる ｾｌ 雑えに工事場の方が却って主主っかしく思はれ

る位だ。

とういふ未完成の建物を見てゐて、やがてそれ

が竣工して庭も出来、生垣も揃ひ、幾人かの人聞

が出入するその光景を想像するととは出来るけれ

ども、それが責際出来た時の形と、想像してゐる

時の形との聞に、どの様友差があるか知らん。と

考へて見? と。

大抵の場合、住宅に限ら歩、ほかの種類の建物

でもさうであるが、工事中む方が面白い様だ。コ

ンクリートの建物友ど、施工中は鹿倒される様t . r . .

気がするのが、出来上りが、クリーム色か白色か



の、華奪 tJ. タイルでも張って、すっかり感じが違

ってくるのもあるし、折角大きい建物が建具の形

むために小さく見える様tJ. 例もよく有る。

見る人々の心の中で、想像を遣しくして、自分

勝手の形を造り上げてゐる時の方が、質際出来

上りのものを見た時の感じよりも楽しいに違ひ主主

レ、。

遣にとれは又完成した建物が芸座れた時も同様に

云へるだらう。完全放細部が無い詩[ 乞、破片ーだけ

を見て、背はどん放に立減だったらうとか、その

無く tJ. り散逸してゐる部分が良くなかったかも知

れないのに、それを想像して美しい形にして寄い

てゐるととも有り得る。ととるが王兄貴に出来てゐ

るものには空想の入りとむ隙がたい。

猛烈主主非人道的な益爆をうけたミラノとかハン

プ、ルグとかの建物の中にも、たくさんそう云ふ白

が出来たに遺ひ主主い。 ミラノもハンプノレグも、ど

ういふ所だか知らたいけれども、新聞で見ると、

古い由緒のるる寺院とか劇場とかの建物が大分破

壊され、巌埴になってゐるらしい。

惜しいとも思ふけれども、園券: 存亡の秋に、そ

ん主主建物とか記念物とかに、あれとれ云っても居

られまい。それなのにローマ非武装都市主主ど L 宣

言する綾な根性だから、盟邦を裏切って無僚件降

伏をし主主ければなら泣い援な破白になるのだ。

自の前にいろいろゴチヤゴチヤに友った石造や

煉瓦進む建物の残骸が浮ぶ様主主祭がして、目を見

はると、窓下K は枯れかけた葉と一新に、取り残

された南瓜が一つ、月に光ってゐるだけだった。

重

「戟挙には是が非でも勝た主主くてはなりません、

石にかぢりついても勝た主主くては友りませんよ。

その詩にその詩に、とそ我々ー憶のものが一生懸

命にえにつて頑張ってゐるんで、ナ。

ゐかげ様で、工場は屋根を葺くととろまで行きま

した。器械の据付けを終るとろには建物もすっか

り出来るでせう。工員たちは x x 月には) たとへ

一キロでもい ι から製品を出ナと云って張切って

ゐまナ。そして一日でも早く飛行機をつくり出し

て貰ふんだと云ってゐるんでナ。 J

ある六月の重、とう x x重工業の建築課長の H

氏は現場視察に行った私に話した。

まととに戦局は一日々々と重大に主主りつ ι 有

る 。 戦 線 で は 一 日 で も 早 し 一 機 で も 多 し ー 艦

でも多く 、飛行機を、弾丸を、叉軍艦を要求して

ゐる。苛烈深刻といふ言葉がよく伎はれてゐる

が、事態は全く生やさしいととで、は無い。

『とにかく何でもい L から 、 早〈役に立つ建物

を逢って貰ふととです。一日でも早く建物を浩る

といふとと、そのとと以外に現在の我々としては

御奉公の道はないと思ひます。い L とか悪いと

か、強いとか弱いとか云ってゐる時ではありませ

ん。

筒L暴主主云ひ方だけれども、市街地建築物法がど

うの、標準規格がどうのと云ってゐる時期では有

りませんね。勝つまで常分の問、壊れさへしなけ

ればい L ので、す。

今は非常時も非常時、大非常時だから、るたり

前の設計や、あたり前の施工方法では、と 匂難局

を乗切るととは六ケしいと云はねばなりません。

私は自分の関係してゐる工場は丈夫で、立慌で、

出来るだけ錨骨でも使って堂 k としたものを造り

たいのは山々でナけれども、との銭在一本で弾丸

が何裂か出来、電話車C 何分のーかど出来るのだと

思ふと、たとへ鎮材の配給があっても、それを使

用する気には主主れ主主いので、ナ。

とにかく理屈もへったくれも②りません。目安た

なくてはたにらんのです。 J

建築課のある所は 、ガランとした倉庫の真中で

ある。事務所はまだ着手して及いので、出来上る

まで. との倉庫として建築した、窓の高い、入 ロ

の大きい、天井 もなく 、太鼓に本? とした陸梁や合

掌が見えるガランドヲのコンクリ ート叩き の上で

事務をとってゐるのである。

風が入る様な開口も友いのだが、そんたur . 暑い

ととも友い。尤も冬だったら我慢し切れ友いだら

う治宝。

高い窓越しに、殆ど出来上った x x工場の棟が

見える。 H 氏はつどける。

『それにしても 、 との数年聞に建物の規模の大

きくなったととは如何です。昔は紡績工場友ど、

一高坪も建坪を持ってゐるととを 、驚いて眺めて

ゐたものですが、とのごろはＭｾ坪たどザラにあ
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りますね。一棟段高坪のものさへ有ります。出来

た建物た見ればさう大して驚く陀あたりませんが

共の建つ前、縄張りをして見ると、いかに大きい

かと云ふととが判ります。建物の四間にあたる所

に目印しの旗を立て、その一方で、封角線の方の旗

を見ると、謹か遠方にひるがへってゐるのです。

霞んで、見えぬとともあると云っても、大袈裟で、は

ありませんよ。従って敷地は何十寓坪も温うれ百

寓坪を超えるものさへ有ります。敷地の端から端

まで致キロも有れ巡視に出た現場主任が. 朝出

ると、夕方しか踊れんといふ綾君主所もあり、私の

知ってゐるのでも、敷地金臨廻はるのに自動車で

ー・時間絵りか L ったととが有ります。まるで櫨み

たいで、すね。

とふ云ふ現場のどれもとれもが、米英撃滅むた

め、土工も大工も、左官も石工も、世話役も親方

も、現場監督と心を合せて、生産増強のための建

設に努力してゐるのでナ。不足跡の資材を如何に

して確保するか、入手不足の悶難を如何にして切

りぬけるか. 而もー・刻も忽せに出来ぬ建設の任務

a : 如何にして途行ずるか、請負者側の現場主任

も、叉我々も、 日夜頭を主主やましてゐるのです。

悩ましてゐるだけでは何も紅りません。直に解決

し友ければならんのです。徒に荏 ＱｾＺ としてゐるの

を許しません。

資材が揃はぬため、大切えに時間を手をつかねて

空費してゐるるの切たい気持は、たど設計だけに

専念するあ友た達には、ほんとうには、ゐ判りに

君主れんかも知れません。木材はるらかた揃って切

込みも出来てゐるが、セメントが遁れた震に基礎

にもか L れぬなど L 云ふ事態もないでも左足かっ

た。人夫の中にも時局を認識しないのがあって.

出たり入ったりしてゐて思ふ様に工事が進捗しな

い、そんた時の焦燥といふもの、責に泣くに込泣

けぬ気持で、ナ。

建物の設計については費材費約のため、軍部の

方から鞍時規格といふか、かなり思切った方法を

呈示されてゐるので、大昭それに依ってやって行

くつもりですが、前に申しました様に、市街地建

築物法といふのが、やはり顔を出しましてね。そ

れに手績が依然として複雑友のは、もーっと云ふ

筑がしますよ。 J
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H 氏はパイプにヤニがつまった様友苦い顔をし

た。碧い宰は遠くのリベットを打つ脅をったへて

来る。杭を打つ音も交ってゐる。その音のー匝切

一区切がつみ重放って、米英た倒す兵器をつくる

その肝心の建物そ造り上げるととを考へると、そ

の音ずら仇ゐろそかに聞きながすととが出来ない

気がした。

ととろがその市街地建築物法の本家の内務省か

らも、やはり官臆建造物の戦時規格といふやつが

出? とゃうでナよ、大韓は軍部から出てゐるのと、

内容は似てゐると思ひますけれども、と私は偶然

手元にあった刷物を H 氏に差出した。

とれは建築関係、土木関係、電気関係等を含ん

だ四項に分れてゐるが、資材、殊に銅、錨材、セ

メント、木材等は出来得る限り節約しろと云ふに

量る。そのうち特に荷重の低減といふととがあっ

て、との緩和規定は金項目中. 最も我々に開係の

深いものでるる。( 参考参照〉

勿論注文をつければいくらでもあるが. とうい

ふものが出たといふだけで、我々はどの位やりよ

くなったかわからない。

之れは勿論民聞の建物に劃しても遁用されて、

少しも差支及い。差支泣いどとるかとれでやらな

ければいけたいと，曹、ふのでるる。

一通り眼を通したH 氏も、 「とれは大東亜戦争

勃裂と同時に出たら、もっとよかったでせうね。

私の所では風あたりがきつい話、との低減に依れ

ないうらみはるりまナけれども、そむ他は大いに

よろしいと思ひます。谷樋は仕方がありませんが

軒極主主んかも止めてしまはうと思ひましたが、風

Zうたりがきついので、雨が横から降る様主主紙態で、

軒樋がなかったら工場D 製品に影響がるるといふ

話が出て、それは思止りましたが、もうプリキや

セメントばかり嘗てにする時世ではるりません

ね。 J

倉庫住ひの建築課を出ると、強烈、主主太陽の光が

帽子8とかぶらない頭を燃やしてしまひさう 7さつ

? と。るくまでも碧い宰に浮ぶ白い雲は、軍均等: がか

く迄身近かにせまってゐるにも拘らす示、無心t L .

何事もない様に流れて行った。

〔参考〕

( 二) 設計安全率低減ニ閥スル事項



( 甲〉建築関係

〈イ〉積載荷重

市街地建築物法施行規則第百五僚第二項積

載荷重ノ ;J 保、大梁. 在叉ハ基礎ニ封スル

低減割合ヲ夫々小ナル構架材〈根太、母屋

大引等〉ニ劃シテハ十分ノ二. 大ナノレ構架

材( 小梁及大梁等〉ニ劃シテノ、十分ノ四、

桂及基礎ニ封シテハ十分ノ四乃至十分ノ五

トス J レコト

猪木イ牛ハ同規則第百五帳第一項規定ノ各種

床積載荷重ノ最小限ヲ合理的= 低減シ、之

ニ代フノレ事ヲ得ルモノトス J レコト

( ロ〉零荷重ノ: 算出規準

従来本州南海岸、四圏、九州地方ヲ遁ジテ

積零量三O糎ヲ平均値トセ ノレモ、東京地方

二O糎、其ノ他南海地方ーO糎トシ、其ノ

他ノ地方ハ貫情= 依ルモノトス J レコト

( ハ〉風塵力ノ想定

従来高十五; 米以下ノ一般建造物= 封シアハ

速度座ヲ修平方米一0 0砥トナシ、猫市街

地= アリテハ隣接建造物中ノ; 最低高以下ニ

相常スル部分ニ劃シアハ更= 是レガ三0 %

減ト想定シ居リシモ之ヲ平坦ナ J レ市街地ニ

プリテハ一律ニ五0 %減トナシ、其ノ他ハ

貰情= 依ノレモノトス J レコト

( ユ〉地能力計算= 際シテノ積載荷重ノ低減割合

従来施行規則第百五僚第二項ニ十分ノ五以

内ト規定セルモノヲ十分ノ七以内トスルコ

ト

( 以T 目的

閤

職場へ出れば、あらゆる日本人は例外放しに、

生死を超えて、忠勇無比怒る働きをする。

それが日本といふ圏の有難い所以で自うれ世界

K 誇るに足る黙であると思ふのでるるが、その同

じ日本人でゐて、載る寝から遠くにあり、緊張が無

いと、いろいろ非難をうける様友行震をするもの

がある、といふのは奇妙で、自うる。

人間で言うるからいろいろな性質のものもあらう

けれども、王子時だって勿論だが. とういふ大切主主

時期に園家が禁じてゐる行需を、? ととへ止むを得

ぬ理由がるるとしても . それを敢てするといふと

とは、時局をわきまへねといふ裁は無論、人間と

して考へでも、まととに情主主い話だ。とれは園民

全髄から考へれば、僅かで、殆どとるに足らえにい設

であらうけれども、一憶とぞって聖戦完途に遁溢

してゐる時に、その僅かえに盤で、も統佑1 ] を首Lるとい

ふのは. 質に函白〈友い。

例を建築にとると、今年の 4 月の中旬だったか

と思ふが、 6 月 l 白から十五坪以上の住宅の建築

には許可が要るととに放った旨新聞に載った。許

可とは云ふがとれは殆ど禁止と去っても 、い与ので

るる。 5 眉 3 1 日迄に完成したいものは中止を命

十る、但しそれ迄に卒分以上 ( n 出来上ってゐ

るものは、場合によっては建築の績行を許す、と

云ふのである。

とれが蛮表されると足元から鳥が立つ援に、る

っちでもとっちでもパタパグ建築し始めた。

るはて L 掘方をする。基礎を置く。往左建て

る。折角準備したものだから、出来るだけやって

見ゃうと云ふのが主でるらうが、見てゐて越まし

い様でもa > ! J ，気の毒1t. 様でもあった。

みな百平方米( 三十坪〉の住宅である。

との中には家が争獄で閤りに凶って、のつぴき

たらす下に建てるのも昔うるだらうし、あはよくば、

- 1請けしてやらうと思って建てムゐるのも有るだ

らう。まアそれはそれで、もい L 。

ととろで 5 月の末から 6 月白初めにかけて観い

た雨天のためと、やり繰り算段して寄せ集め忍材

料の不足むために、 6 月がすき「て基礎がやっと出

来たばかり、佐も建って無いのさへあった。

そんたのは中止を食ふのではえにいかと思ワてゐ

たが. どういふ手続きをしたのか、その後チリボ

リと、喜うるかなきかの材料を運んで、来ては. 細々

と建築をつどけてゐる。しかし 9 月末の今もって

出来てゐえにいのがるる。

しかし問題は其鹿l ' L aうるので、は友い。

屈け蓄と遣ってゐる貼に Zうる。三十坪だと稽し

てそれ以上大き伝家を建てムゐる離に 2うる。階高

を高く して、秘かに天井裏に室を設けて置き. 検

査の時は平屋，をよそひ、竣工検査をうけてしまっ

てから、押入主主どとり銚ひ. 階段を通じて使用す

ると云った風のものもあるし. 三十坪の建物を別
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々に少し離して建て、あとから廊下でつ友ぐと云

った割に幼稚友ものもるるが、とれ等は出願嘗時

はすべて合法的でるるので¥うまく嘗局の自主と逃

れたものでるる。

大腫とういふ制限令を出さねばたら友いといふ

そもそもの由来を考へて見たであらうか。 JJ( に固

ま土書して載ってゐるといふ言葉の意味を吟味した

であらうか。

ほんとうに時局に認識を持ち、我々白面してゐ

る事態を説得るほどの者は、たとへ制限以内の小

さ主主建築をするといふととさへ遠慮ナべきで友い

だらうか、尤もそういふ認識がないからとそやっ

てゐるのだらうが。

人聞には妙1 ' d . 癖がるって、出来主主いととをやっ

て見ゃう、してはいけえにいといふととをとっそり

ゃって愉快を感歩るととがある。中皐生が煙草を

収ふ様なものだ。

叉そういふ本能が遣うるからして. 人間も進歩護

達するのだらうが、法網をくぐって. それがうま

く登見されなかった時、俺はうまくやったぞと、

妙な優越感といふか. 不安定に満足を感じて、得意

になる人がるる。さうかと思ふとさういふととを
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そそのかナ者さへる否。

無智霊長昧たらともかく、相嘗教育をうけてゐ

て、家でも建てゃうとする人が法令で縄らたい

と、云ふととを聞かねといふのも. ほめた話では

左足いし、第一大東亙む指導圏民主主どム威張れた義

理では主主い。隙ばかり狙ふ人に劃しては隙をふさ

がねばなるまい。例へば建築坪裁の制限は王子面積

で主主しに立樟積( とれだって中々容易ではあるま

いが〉で取締るとか何とか方法がるるだらう。

が し か し 情 主 主 い 話 だ 。 ( 昭18. 9. 10)

との稿成って旬目、 2 2 日政府から圏内態勢強

化に闘する方策が蛮表されて、電足場も銃後も友

く. 一億凡て戦闘配置につく事に主主つ? と。

もはやもぐりみたいな事をするもりは一人も無

く友るだらう。 2 2 日の夜、涙を流して東保首相

の演説を聞いた程のものは、誰しも肇園以来三千

年のl一大困難に敢然ゐもむく決心を固めないもの

は無かったでるらう。

情ない話だ友どムいふ言葉は、そのまムそっく

り字引の中に封じ込んで、しまはうで、は友いか。

( 昭18. 9. 23)

( 筆者は大林組勤務〉



戦 時 の 家 具 の 問 題

1. 住 宅 用 家 具

日夜決載の連観である。日食ふか喰はれるかは、

今や正に始まったと云ふ責感が深い。敵も必死だ。

その銃後も馬底κ 出来えにいものを持ってゐるとと

が窺はれる。我 k は一月子園民生活を竪買にし、能

率化し、彼等が屈服するまで頑張り通すだけむ力

を培ひ蓄へたければ友らぬ。

斯う君主って来ると、ひと頃唱へられた合理化運

動、科率化運動. 簡素化運動の中には大部訂正を

施さ友ければ生ぬるく感歩るものが少放く主主い。

生活用兵陀闘する種々の提案左足どが先づさうで

ある。特に建築に関係の深い家具について云へば

ひと頃「園民何々」と云って主主んにでも圏民の字

を冠せ歩には去かえ主かった一時機がるったが、そ

の折に、家具についても「園民家具」と云ふもの

が問題になった。しかしその頃の「圏民家具J の

内容たるや頗る生ぬるくて、今倫此庭に持ち槙け

てゐるととは到底出来友い。そむ頃の概念で行く

と洋服のための脇信J とか、茶主主笥とか. 熔接用の

椅子セットで昔うるとかと云ふ様友類まで日用必需

品家具む中に数へられて居? と。

然し、今や品種を始め. 夫々む内容が巌しく i除

討され主主ければ、主主ら友い時期に到った。即ち、今

度とそ、最絡的にギリギリむ最少隈の繰まで到 D

下げなければなら放いのだ。その主主主る理由は、

第ーに費材. ヨたに努力である。 18年度に民需に割

嘗てられた木材量は極めて少量で、到底従来の如き

多くの品種の生産を許さえ主いのでるる。つまり限

られた資材の下にあっては、品種を半減しても.

一人でも多くの需要に臆へ るのが道義的であると

考・へられるのである。

斯うした意味で最後のふるひにかけられて残っ

たものが食卓、wi 笥、鏡裏、食器戸棚、立流、勉

強机等の主主種む品種である。とれらは優先的に規

剣 持 勇

格型が決められ計霊的に生産が行はれるととと友

らう、そしてとれら以外の品種は恐らく市場から

は求めがたく主主るとととえにら う。しかし最低限の

住生活はとれらの数品種む家具によって充分営み

うるとされてゐる。叉管みうる援に努力し友けれ

ばたらぬと思ふ。尤も今後む住宅は何れにせよ狭

少伎宅で②らうから、家具を官会計置かうi ' ( ; も置く

富余地がえ主いわけで、あるから、家具が足 b たくて苦

3与すると云ふととは官会り考へられたい。

今、規格型の設定と、計聾生産のひと先づ進め

られようとしてゐるのは以上の品種むうち箪笥、

鏡華、食卓の三種で、とれは新世帯向家具として

特殊の考慮を挑はれてゐるものであ る。

此の三種の家具は限 Dある資材を公王子に庚く有

効に生かす関係から、従来の形式内容から離れて

可成思ひ切った案によって行はれるととに 君主る。

例へば箪笥は、従来は三つ重ねで鴨居下端近く

までるったものが二つ重ねに友るかも知れ君主い。

そもそも三つ重ねと云ふ箪笥c 形式は極めて近代

に出来上ったもので、僅か以前までは二重ねが普

通であって、それを息へぽ三重ねが二つ重ねに主主

ったとしてもそれ程不自由に君主るとは思へないむ

である。その上資材的に三分D ー近 くの材料が浮

ぶから差是腫としては可成りな節約と主主るわけで、あ

る。

鏡華主主どは商品的種類の多過言「る遁例でるった

が規格型として一種乃至は二種に限られよう。鏡

華としての機能は鏡面にあり、必要にして充分友

る鏡面の大きさが凡てを決定する。庭でそ り鏡が

矢張り一定の規格によって生産されるととに主主る

ので. 鏡蓋の大きさも之陀或程度準デるととに主主

る。ともか く以前む様友姿見と云ふ如き大 きなも

のは考へるべきで友く叉不可鷲主主ととで可成り少

さく主主る筈ででる る。しかし之も箪笥同様昔の鏡華
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のととを恩へば小さくなるから不自由とは云へ左足

い。昔の物と云つでも明治大正む頃に一般に用ひ

られた型のととであって、鏡の大きさは高さ二尺

たらす写のつ L しまやかなものであった。

食卓もとれまで大きさの種類が多し需要者が

家族裁に! 照醸して求め度くても規準が示されてゐ

主主かったが、規格型ではとのととが相営研究され

る筈で、何人家族までは何の大きさで充分と云ふ

ととが定められる。

さて以上の規格化の仕事を行えにつてゐるととろ

は、云ふまでも主主く商工省の物債局でるるが. 詳

細なる問題については工萎指導所や中央物慣統制

協力合議などが協力的に嘗ってゐる。規格型む生

産に闘しては日本家具統制協含む携営で2うる。

ともかく、近頃家具の携低は相賞なものらしく

I食物と異って絵り人の言葉陀乗らたいから目立た

ぬが新世得を控へてゐる人々にとっては想像以上

の苦努らしい。とり榛左足有援が一年三年と飽くと

ナれば図民の生活力即ち圏家のカに及ぼナ影響も

相営左足ものになると考へられる。

2. 事 務 向 家 具

伎宅用家具と並行して、動勢生活薗に於ける家

具であるととるの事務用家具にも規格化の問題が

るる。

そもそも事務用家具に規格化C 問題が出たのは

何も最近に始まったととでたし既に戦前 tc :Jない

て生産合理化が計られてゐた。九そ十年前の昭和

9 年11月15 目、商工省内に設けられた臨時産業合

理局は事務用椅子及卓子類について皐純化規格を

決定し、詳細た寸法表及び仕様番付きり圃版まで

公布した。しかるにその効果や如 何に と云へば、

之が殆ど業者にも需要者の側に も利用され歩、 依

然として官躍でも舎祉でも 各 自思ひ思ひの設計十亡

よれ標準型友ぞ何庭吹く風かとばかり問題にせ

歩、好き勝手注意匠による事務用家具を使用して

来たものである。しかし今やその様友好き勝手は

不可能のとと与え主れ草純化された規格による生

産に依ら古れ( 宏、大量の需給は因維なととに放っ

た。

そとで商工省は10年振 Dで再び事鵠用家具O iiL

条槻格化を行ふととに主主 k 今度は前記住宅用家

具と同じく物慣局D 手によって取扱はれる。

XI  3 2  

事務用家具の、他の家具と異るととろは、机で

も椅子でも階殻別にその種類を考へなければえにら

ぬととい集会して使用するからその際凹凸高低

主主き様、寸法を統一的に考へ友ければ友らえ工い貼

等である。階級別を際限友く考へると、同じ机で

も種類が靖へて来吾し、と云って寄金り階殺を簡翠

化すると上下の直別が無くP J : !J ，人事統制に支障

を来たすし、中々問題でるる。

従来雨袖型が一番上で、次に片袖型、序で袖の

主主い王子型とたるが普遁であるが、今回の規格型で

は雨袖型は 6 尺近い板を多数用板材に必要とナる

ので之を底止する傾向に Zうる。そむ代り脇机に種

類を増し、之を片袖机と相組んで南袖型とすると

云ふ計霊でるる。叉椅子は布地が少たにい折柄椅子

全趨を張りつ L む式。綿張り椅子も問題で、結局

背党のみ布張りにして左右の肘のととろは木部む

まムむ程度の型が最上板のものとならう。叉座の

廻時金具も、今後金属は例へアルミでも使用が難

しく左足るので. 非金属材に依ら主主くては主主ら友く

主主る。

木材も同一種の良質材ばかりで作ると云ふとと

たど勿論不可能で、板目柾目がまぎるととはもとよ

れ異種材とむ混用すら行はれるととに怒らう、

叉抽斗も設が多いと便利で、はるるがそれだけ材料

を多く喰ふので必要主主だけに制限もされようし、

引手はもちろん金物で主主く木製にえにる。しかし材

料ではいくら落ちても、機能的内容と、構造施工

については、従来のものに比して優るとも決して

劣らぬものにたるのでなくては固まる。

斯くして事務用家具c 規格型が決定した l兇は、

企業整備により合同強化された生産機聞によって

計霊的左大量生産が経営されるととにならう。さ

うえにれば、建物は手に這入ったが家具が無いため

に仕事が手にっか君主い等と云ふ新設の官街や含祉

につきもの L 悲劇も無く主主るわけでるる。

規格型が決まる陀ついて需要者側、. l ! pち. 官臆

や含祉の人々に註文がある。それは、今度の規格

事務用家具陀よって室内の空気は自然清・新なもの

になるもむと思ふが. 此む機舎に整美された事務

主を作る様に心懸けてほしいと云ふととである。

美化された職場は能容を槍進せしめる。O i L雑友る

が詩めに能容によいと云ふ験は無いので喜うる。



3. 工 場 周 家 具

職場の家具と云へば. 今まで、殆ど観られ君主いも

のに工場用家具がるる。住宅用や事務用家具につ

いては以上の如く合理化、規格化が質践されよう

としてゐるのに生産増強の第ーも事にゐいて用ひら

れる工場周家具ばかりは依然として奮態のまムで

るる。

一口に工場周り家具と云つでも工場の種類は頗

る巾が庚く、中には鋼鎮の熔解作業の如く 、作業

場自身が機桟的であれ或は大型飛行機製作に用

ひる治具の如く、徐りにも大きし 遣し きものは

一寸家具の概念を以ってしては扱へたい。従って

此慮で云ふ工場用家具とは、激しい動的作業でな

く、比較的静的友作業に用ひられるものを主とし

て考へてゐる。例へば一般の機棟製作作業、特に

精密性を管ぴて来るもの程、作業陀必要とする設

備は、もう家具として考へ君主ければならない性質

が出て来る。腫を始絡移動させる様左足仕事む荒い

うちは工作蓋等も寸法さへ遁王でるれば、るとは

頑丈でa ; ればよいと云ふわけで、a ; るが、精密機械

や、光撃機械、計測機蛾等の製品を取扱ふ様左足場

合は落着いた作業環境が要求されて来る。つまり

環境僚件の中に心理的えにものを一つ加へなければ

主主らなく友って来る。能率A - A - と云ふ時陀家具の

とと等に構ってゐられるものかと云はれそうでZう

るが、貨はさうではなくて能率を上げたければな

らぬならば、作業家具とそ聞に合はせでるっては

主主らぬ。大概の工場では、工場周家具として本格

的に設備したものは極めて稀で¥工場技師による

素人的設計によるものでるったれ市場から住宅

用家具をよせ集めて来て聞に合はせてゐたり. 家

具屋が好ひ加減の工夫で御用をみたしてゐたり等

色々‘ 民感心する様主主例には我園では一度も御目

にかからない。

今後益 k 我闘が工業園として結論される友らぽ

工場環境を造型的主主面から具閥的に、技術的に解

明し建設する専問が一つ成立た友くては友ら主主い

と思ふ。工場建築とか工場設備とか云ふ方面では

既に専聞がZうる。しかし工場環境整備だけは今日

倫耀子扱ひを受けてゐるのでるる。

特に、此の頃では資材、努力の梯底により袋々

調達が不如意に なって来てゐるから、何んなもの

でもあればよいと云ふ傾向は益々強い。しかし生

産抜充分面では他と違ひ木材等も比較的事誌に割嘗

てられる筈である恥ら、人の手さへ得られ L ぽよ

いものが出来る筈でるる。人の手も、此の頃では

含駐専属に木工場を附属させてゐる舎祉が少なく

ないから、とう云ふ所では. ，恵、ふ通りに理想のも

のが自給自足出来るわけで、ある。

との頃、新設される工場の中には慶止工場む買

牧によるものが多い。紡趨工場か喰技工場に利用

されると云ふ工合でるる。さうなると、建物はそ

っく P利用出来るとして( それも相官の修理を要

するが〉工場内の諸施設は全く一新しなければ使

へ友いから、何れにしても工場用家具合理化の機

舎はいくらでも言うるととに友る。我々の責任が此

庭にもあると云ふととを痛感する次第で2うる。

今一つ我 k の新しい課題とし生産に携はる若い

人 k の寮C 施設がるる。寮はまだ緒についたばか

りで¥建築施設的には- . ! l t ! ¥目鼻がついてゐるが、

生活様態ならびにそれを受け入れる住む環境とし

ては幾多の問題が解決され友いま l i'Caうる。そむ

生活様態たるや頗るるいまい君主もので指導性陀献

けたものが見られる。とれについても我々が技術

的に協力せねば友らたいととを深く感ヲドる。

( 18. 8. 1)  ( 筆者は 商工省工事指導所技師〉
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時 評

草 一 路

空爆と文化財に就て

ととでいふ筆者の文化財といふのは. 主として

古美術工嬰品、古文書、古岡書の類だ。一度主主〈

主主って了ふと、 もう二度と得られ主主い貴重品であ

る。日本の文化を如質に物語る生き? と詮誠品で、

吾々の祖先が今日まで無事に保存してくれたのに

封して、寄々は又、是れな永. 久子孫に傍へる責任

がある。人命には何物も代へられぬが" 時として

は人命以上大事に考へてよい種類のものだ。

吾が閣は世界十て類例の主主い園憾の有難さ十亡、か

うした文化財が割合に豊富に保存されて居る。之

れは吾々圏民として、何よりも感謝し友ければゑ

らぬ現前の事質だ。コ巴も園史上、領土を外敵ｉＧｌＮｾ柔

珊されたといふゃうた事は未だ且つてえにいが、圏

内的主主宰胤は度々あり、その者s度表記の類の所謂

文化財と稽す可きもので、煙滅にE帯したものも相

営に有る。若しそれ等のものが. 今日まで無事に

保存されて居たとしたら、吾が文化む停統を誇る

上 t亡、度らに豊富友資料が提供されて、今日吾 k

が知る以上に、多数未知の事責が護見せられた事

でるったらうと想像される。併し、とれは止な得

ぬ事だ。今になって何在言つでも仕方が主主い。幸

ひに保存されて居る現存のものだけで満足し友け

れば主主らぬ。と同時に、之れを将来に、無事傍へ

るだけの魔悟が必要だ。

戦ひはいよいよ織烈を極めて、吾ーが本土と雌

も、何時敵の空爆をうけるやら分らぬと言はれて

居る。 1 機や 2 機の粉れ込むのは有り得る場合と

想像されても、まさか100機、 150機といふゃう左

多数の編除で、星爆を受けるが如きととは絶臆に

無からうといふのが、今日まで吾々の抱いて居っ

た空たのみでるったが、最早そんなととで安心し

ては居れぬといふ赦態まで差し泊って来? とのだ。

勿論、吾れには無敵の? 毎陸防衛陣があれ吾人は
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之れに充分の信舶を世くものでは有るが、只それ

だけで凶民が手を祭しふして、高一時期を失する

やうえに事があってはならぬのは言ふ迄も主主い。都

市といは歩、農村といはすヘ闘を穆げて民防2さの

あらゆる手段コu訟が議ぜられねば主主らぬのは勿論

- 0ある。

一般に、ささ棋に劃する文化資J討についての考慮

l念、存外閑却せられて居るので、は君主いかと J思ふ。

筆者が寡開で、従来芽にするととろが砂たいのiか

も知れぬが、とりたてて斯うといふ程の施設の、

現に行はれて居るといふ質例に、頗る乏しい感が

ある。果して之れが4 ' J i .賀であったとナると、とは

容易及らぬととで、吾人は今日 E ちV亡、之れに封

ずる遁営危安全策を念ぐ要がある。一日遁れた

ら、最早や取返しのつかぬやラ友事が勃裂するか

も知れぬのである。

畏れ多い話だが、吾ーが帝室御保存の分や. 各帝

室博物館、大息等K 所臓の分については、或る穏

度の安全性が認められると言って宜いかも知れ

ぬ。併し、之れとても、絶憾的のもので主主いのは勿

論だ。建築施設の古いととるでは、案外簡略に不

完全な土蔵位に仕舞れて、一向平気主主向が多いむ

じゃ主主いかと想像する。帝主や大事関係以外c 所

では、公共圏髄や古枇寺に多いと思ふが. 之れ等

に封しては、何等特別の注意が抑はれ「て居らねと

いふのが質際では有るまいか。9 ; 爆の重黙が、主

止して園防や軍事施設に dうるは言ふまでもたい

が、それ計りに限るとは誰れも保詮し得友¥r i 所で

あって、封手が封手だけに、何時何鹿に、何を仕

出来かナやら分らぬのである。

民聞の富豪殻の所離品については、事痩前から

既に相営の考慮を挑はれてゐるものもある。でも

共白目的とナるととろは主として防火で、今日の

やう念事情に主主らうとは誰れしも思ひっか主主かっ

たととろでるるから、防宰上の安全保存策として

は多くの猷陥のあるは勿論だ。叉、その質例とし

ても、ほんの一二に止って、多数は依然として不

完備の下に放置されて居ると言って宜ヤ。民心撹

簡Lの意味に於て、住宅地直が目標と主主り得るむは

誰れにも考へられるととで、既に融制ではその質

例が幾度か繰返へされて居るのである。

人聞の疎散と共に、文化費財の疎散といふゃう



た事も一腰、は湾へられる。筆者の知人で多盟主審議

や骨茸品の所識者は、支那事費の常初にあって 、

阪，にとの疎 Ｑ｜ｾ 策を講じたのが珍らしくない。比較

的安全お: りと思はれ る市美術館に保管を依託する

とか、或は地方の和合や成J抑に依航する類だ。 1fif:

を越えて淡路の知人のもとへ移したとか、丹波や

大和の山奥へ、知己を求めて保存を依航した等の

話を多数耳にしたのである。

何れにしても、ーケ所に多数料めて置くより

も、之かを出来るだけ分散して置くのは、それだ

け危険率が少主主くなるのは明らかだ。患いととで

はMい。でも、富豪の所・摘する諸: 識や骨技品の類

は、文化資財といへば曾へるやうたものの、年者

の見地からすれば、、' f t は奈何でも究いものが多数

に言うると考へる。吾人が愛K 文化財として、係力

受書ffi を避く可き封策樹立の妥を感で夕、るもの は、も

っと閥家的に重要主主もので、生命に代へても、保

存の責務が吾人の頭上にあるものだ。: l e' 家の一大

事として猛火中に飛び込み、 f司ip!li の貨物の無事査と

はかった等の美談が唱にも言うる。兎K 角、文化財

保存の緊念: 性K ついて、一般がもっ止認識な深く

するとと を主張する。

家系の保存

吾が園では、昔から何よりも家系といふゃうた

ととが大切に考へられて来た。 r家柄J といふ言

葉も、連綿と霊長系が値いてゐるといふ意味で、少

k の資産がるっても、家系のはっきりせぬ家は徐

り傘敬せられね風習でるった。

との家系を曾ー重するととは、自然とその家の組

先を大に考へる王将とたり 、その組先た紳として祭

る習慣が早くから程遠してゐたのである。一身よ

りも一家の利害を重んじ、立身出世といふとと

も、個人としての成功といふよりは、率ろその家

名を昂揚し、祖先の名をはづかしめぬといふ所K

終極は障するのが常だ。蔦葉集にある有名主主、彼

の大伴家持が其一族を訓戒した長款の如き、ーに

もこにち祖先の名を辱かしめねといふ所K 重賠が

置かれて居る主主ど、その最好例だ。

古い土地程家系白正しい家が多く、新らたに閥

けたととるは寄合世帯が多い結果、さうした家が

至って齢、ない。とれがその村や町の色々の風習に

まで影響して、その土地の部分に多大の相違が見

られる。家の浩り方を見ても 、との事はすぐ心付

く知iである。古い土地には、何とも知れね落語き

があるが、新l沼地陀はそれがえにい。一・つの者11伶κ

しても 、その中心となっ℃居る古い則之 、1訪米の

新らたに殻艮した所とでは、やはり同様の相違が

認められる。

住宅を建てるに常っても、家系を寛んじた古の

人の考へと、今の人の考へとでは、可なりの! 苅き

が感じられる。明治維新はあらゆる蹴米の文物を

移入して、苓が闘カの殻展に偉大の効E泌をしたの

は那賀であるが、同時に思、想的に個人主義や資本

主義、皆利主義をももたらして 、吾が体系の美風

良俗を悲した貼も亦大きい。組先を: 徐崇し.. ｾ家系

を震んじ、何よりも 『家名1 を大切にした考へ方

に大きな亀裂を生ぜしめた。昔の人は、住居者: 建

てるについても、一身一家の現般の利便をのみ計

るといふのでたし是れを永久に子孫に傍へるも

のとして 、さ て奈何考へる可きかに] f f 賠Eと置いた

ので、ある。従って、専ら個人主義思想、に培はれた

今の人の考へ方止は、大きな相設そ生す= る結果と

怠るのは嘗然だ。遠い祖先の過古? と，官、ふものは 、

未来の透かた子孫に本同じ椴友考ヘが及ぶ可きで

ある。

大阪は土地柄として、家系の正しく古い家が相

官にある。昨今は食会り、左綴した方閣に一般の注

意が向けられて居らぬゃうではあるが、委し〈調

べたら、存外古い家系の人が多いのじゃt:J.. いかと

思ふ。筆者の知人に西村太郎助止いふのがある

が、 との家の阻先が架け7たと橋が、た LしJ必カかミ阿波E扉F防-必カ

立資掘にある r太郎助t橋喬J として今も現存して居

るさうだ。治か泊うし7たヒ個人のl特卜ト持:寺F芯κ よ つ て 架 け ら

れ、その名残が橋の名 K 残って居る例は他にも多

いが‘ 其の特志家の子孫が、先祖と同じ土地に、今

倫ほ巌然と存して居るゑどは誠に診重すべきで、

日本でなくては見られぬ例じゃ主主いかと思ふ。

家系を大切に考へ、その保存に専念する著ーが家

族主義的思想とそは、吾が良俗美j瓜の最なるもの

と言ってよい。高邦に比類の友い吾が園髄の擁設

も、傘皇心も 、愛園心もみ友そとから出裂する。

不幸にして明治以来一時. 外来思想に侵かされて

多少の緩みはるったにし ても、そん主主ととで容易
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に消え去るやうえE根の弱いものではゑい。支那事

事警に績いて大東I i [ 鞍，の勃蛮以来、今や再び園民一

般に再認識の機舎が奥へられ、家系保存の考へ方

もめきめきと成長護育して居る事責を、るらゆる

物D 上に見られるのは何よりだ。偶々類して等し

からざる底の非園民型がえにいでは君主いが、それ等

にしても何時までもその僅で居られる筈はない。

やがては自 a琵の時があると信歩る。只筆者c 特に

うれへる賭は. さうした非園民型の人聞が、返っ

て有識者と言はれる側の人K 多い事責だ。との黙

は分けても注目を怠らぬ要ありと信歩る。

家は間号 lかる

防空問題の念迫と共に、都市家屋の疎開と都市

人口の蹄散が盛んに言はれて居る。との事は決し

て今更ら事新らしく述べ立てる迄も主主く、いやし

くも事が都市防Zさに闘す: : s 限れ殊に吾が園大小

者f¥市の如く可燃性の家屋で固められたゃうた所で

は、誰れしも第一着に思ひ付くととで有る筈だ。

それがやっと此の頃取り上げられて、首局の口か

らも呼説せられるに至つては、いささか 5 日の

菊、 r 08 のあやめの感なきにしも非歩だが、今時

そん左足毘理屈を並べて居る場合でないのは筆者も

よく承知して居る。今からでも彊《は左足い。即刻

κ 着 k と貰現の手段を講す= 可きだ。

たしか紀元二千六百年.の記念事業としての大・阪

市の築に、市内に 5 千乃至 1 禽 fif の空地を 、80ケ

所 乃 至 100ケ所位設けるといふのが有った様に記

憶する。それは結構友詩で、必らす= 質現ナるもの

と考へ. 1 日 1 日待って居たのであるが、何うい

ふ事情があったのか沙汰止みと友ったと見へ、今

日迄何等 さうしたものも出来す= にナんで、了った。

若し左緩いふ計霊が賞現して居ゃうも ( ! Y!t. ら. 現

;庄吾が大医市の防空施設上、何れだけ役立ったか

分らぬものがるる。返ヘナ返へナ貫現の運びに至

ら主主かったのは残念だ。

蛍局の意向として新聞に停へられてゐるものに

よると、都市人口の疎散についても. それが矯め

に. 一家の生活む分離在来たずゃうた結果となる

のを避けたいとり事でるった。之れは至極御元主主

意見で、筆者も満腹c 讃意を表ナる弐第であれ

それには務めて産業施設の分散を思ひ切って断行
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し、工場と一所f ' L . 人聞をも分散せしむるといふ

のが上乗で、dうるのは言ふ迄もない。

との事は皐えにあ意見といふだけでたしに、事費

以来徐々に賀行せられつつ来たととで、意外主主場

所に、思ひもかけぬ新工場が出来て居たりすEるの

は、吾人の度々出あふ事責だ。東京都や大阪市の

人口は且つて表競せられて居たものよれ今日で

は盤十高人減少されて居ると言ふ人もあるが、そ

の教の如何は兎に角. 既往に於ける工場C 分散方

針によって、大えにり小左足り都市人聞の1設が減った

といふのは事宜であらう。併し、それだけで満足

ナるには徐りに事態が迫り温ぎて居る。家屋の疎

開にしても、人口の疎散にしても、今日ではもっ

と積極的左足法策が望ましいのである。生活の分離

は決して好ましい事では主主いが. それも時と場合

による事で、止を得ぬ事態もある筈だ。何れにせ

よ一日の撒安も許されぬといふのが今の質情でる

る。

今日の戟宰は、何よりも多く敵圏白人命を失は

せる事だ。第一載棋に言うる将士は勿論むととでは

るるが、後方銃後に在って、比較的生命だけは安

全主主りと目されて居る向をも、 どしどし攻撃し

て、圏内人心の捷凱を計るととに何よりも戦争目

的が置かれて居る。昔の. z p . 面戟では、此の事が質

現せられ君主かったのであるが、今日の立樟戦と怠

ると、それが容易に質現せられるむでるるからた

まらぬ。今では人命の危険といふ事ｾｦＧｌ封し、前線

も銃後も' I ' J . いと言はれるが、全くその通りだ。

英圏や満逸に於ける防空にみても、最近は 1 人

でも多《の市民を傷けまいとする、市民の避難施

設に重きが置かれてゐる。資材の不足元主どは問題

とされて居らぬらしい。何はさて置いても、完全

な耐摘防毒の設備のある一般避雑室の建造が主と

され、叉、それが着々賀行されてゐるのだ。前棋

にある将卒が知何に勇戟奮闘されたとしても、知

らぬ聞に銃後でどし E し人種が間百| かれ. 戦等: f f ' L

封ずる恐怖心が調漫ナるやうでは、結果敗北に蹄

するは火を見るよりも明らかで、敵国のねらひ

が、之れに集中されてゐるのを明白に看取すべき

でるる。
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或る建築家の日記

青 山 正 義

× 月× 日

昨夜腸遺作家の手記を讃む。

彼等の多くは、苛烈主主現賓の前で、「始めて日本人

でるるととの異質さを知った」と云ふ。

私は作家と云ふものム誠質さを認める。然しさ

う言ひ切るだけに問題はより深〈残されてゐるで

あらう。彼等がとの閉まで、御題目の様にとなへ

てゐた「人間」は何鹿に消失したのであらうか。

そして彼等のふりまいたヒユマニテーむ過信を訂

E する事は、やはり彼等の義務であらう。

知性が人聞を支配する友どと云ふ物語は人類の

我身知らす= の思ひ上りだ。

科拳は民理で主主 く創造でるる。砂くとも人聞に

とって創造で友くてはならぬ。で、なかったたら、

科撃の償値は自然の風景と大した費りはたいであ

らう。

知識の設明は人聞にいろいろのZ与を教へた。だ

が最後の瞬間に於て逆襲し? と。

我々建築家も、もうそろそろ仇討に出かけねば

怠ら主主い頃だ。

× 月× 日

今日は上天気だ。

午後から現場へ出る。大部完成も泣くなった。

『歩らりと並ぶと馬小屋の様だね。』

『冗談じゃえにい。馬小屋はもっと上等だよ。』

そん及率はどうでも宜いのだ。要は精神だよ。

ゐ L 精 神 ¥ 高能主主る精神、ピタミンもカロ! } ー

も充分だ。我 k は精神を喰ひながら、痔細ってゆ

く。我々はつひに細々と叫ぶだろう。俺は一生懸

命なんだ、と。そして紳の不公平を祖ふだろう。

だが人生のポスターには次の如く寄れてゐる。

『行動とは意識した目的への運動である。人聞

を幸帽に導く行動は人生の責任感に裏付けられた

精神に依るものでるらう』と。

兵隊は草のL2るに展、草の根を喰って立添に

人聞として歴史を造りつつある。精神まで喰って

替差不良になっては図家に申しわけがあるまい。

私も馬小屋が立添え主人聞の一一歴史の住家と友

る様に努力したいものだと思、ふ。

× 月× 日

私は死んだ K r. 主どにはよく「君は型而上浮的

で、観念的で、心理至上主義的だ」と云はれたも

のでるる。

併 L 私は不幸にして何々主義と云はれる程 ，純

一に主義K 徹する事が出来えにかった。私が現質の

内から一歩も踏み出そうとしない用心深さが. 一

つのととに徹する志向を担否 して ゐ る 震 で も あ

らう。

私が時々建築家であらう と考へる時は、大韓襲

天的" f . ! . 時限でるる。

建築が自分にと ってそん友関係にある事は、私

にとっても、建築にと っ ても決して結構な在 P方
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では友い。恐らく自分の方に罪があるのであらう

が. 不明瞭左足建築と云ふ技術一一翠術が持つ陥穿

は築外とんなものかも知れない。

× 月× 目

先日久しぶりで銀行屋の従弟が遊びに来た。

「君達技術屋は筑紫たものだ」と言ふ。 I現在

自分は日本の統制経済の必然性を確信する。がそ

れに到達する迄、自分としては非常に努力した。

その鞘君達は高庭む見物で我々の膳立の前から出

裂すればよいのだ恥らね」

然し本営に技術屋はそん友に筑紫であらうか。

人聞の世界が過去の上に基歩かれた裂展以外に

飛躍の過程がないと云ふ歴史的事買を否定出来な

い限! J I統制経慣は自由経済が利潤究求の篤の犠

牲として蛮・生せしめた枇舎悪を、国家の生産搬充

へ必然として精算してゆくであらう」と云ふ繋観

設は気早に鵜呑に出来そうにない。

成程技術は利潤の強制から開放せられた。然し

一方技術は絶封絶命の境地に於ける重任を負され

たのである。今日の技術家の課題は利潤の都合に

よって採用されあ技術の研究で友く、生障をそのも

のム技術的解決を、その位置に於て強要されてゐ

ると云ふ事も出来よう。だから技術屋がぼんやり

してゐ ても園家的意義があると云ふ事は少々虫の

良ナｾる考へだ。

「生産披充が必然的に精算してゆく」と云ふ事

責 L もともと人聞を基描としての話しでるらう

から。

× 月× 日

築閏建造氏へ

私は 9 月。披本欄の築回建造氏の「住宅建築家の

I しごと』は無くなるかなく及らえ主いかJ <2) 私の

雑文に妻せする一文を讃み主主がら、ふとそむ論調よ

れ先日徴用者として重要任務のために出裂した

2支人K I ' 1 : 逮ひゑいと集付いた。そ して今史君に多

くを言ふ必要も主主いであらう。不幸にして私の論

理的換作の不充分なー雑文が君の希望する「大論

誼」で、えにかったととは、返へすがへすも残念でる

る。君の例の強引な概念規格癖陀よって、前後の

手足はたち切られ. 罪放つまびらかなら雪るに.
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すでに断罪に庭せられてゐる片々セる言葉に就い

て、改め てその原語の意味を 形式的武援によっ

て、説明するととも我・々 の閣ではすでに興味ない

ととでるらう。た Y 君は「深遠; I j ; る誤謬に満ち

た」私の主張に到し、なぜ不明確定主賛意を表し、

その上今後 l乞組くべきーヨの ( P佐] のでは友い〉

提案さへ敢へでしたのであらうか。私は「住宅建

築家の rしどと』が無く主主る」と云ふとと自身の

根本的思念K 艶する痛烈主主批判と誠貫主主叱陀をさ

へ希求したのであるが。

たど一つ私は弐の君の言葉は聴流すととは出来

友かった。 I人は歴史の質在を宵定し訟がら、而

かも現在の問題に踊れないととも出来るし、また

磨史の現在をー肯定せ歩して現在に燭れるととも在

り得るのでるる」

例へ君がととも出来ると可能の局限性を付興す

るととに依て、その思推を論理的に宵定しようと

しても、廃史の質在が「在るものでるると同時的

に、在らねば友らねものである」と云ふ歴史の根

元に突首った瞬間「現在の問題に燭れるとと主主

く」と云ふ現在( 今日に於ける〉の概念規程の櫨

りどとろま何庭に置とうとするのであらうか。現

在の問題が生命的主主意味で執りあげられ怠ければ

ならない限れ 歴史の貫在は、 x現在の問題でる

らう。

勿論君にとの解答を迫るととは、卑怯主主質問で

あって、或は時代の努力と云ふものム解決黙はと

ムに在るとさへ言ひ得るかも知れt:J. い。

併し、我々はー臆互に異怠る支持に依って現在を

確信する。それ以外に護展の方法は無いで②らう

から。而も現在が何んであるかと云ふととは. 新

しい秩序の中に、自己の確信を本営の意味で更践

的に打ち立て得た人々とそ始めて、J l t の漫言者と

なり得るととであらう。

君が断片的にとりあげた「人間論と園民論と建

築家論の並立観J I家族主義と個人主義J I枇

合金盟主義的建築観」等々一一君はまさか私に既

成概念百貨静香を引き出せと言ふのではあるまい

ーーはその確立の努力主主くして、低次の皐位に於

て、早念に解決すべき問題ではないであらう。

そしてそれ等は、むしろ若い我均にとって純正

友導標ですらある。我々は時代を通して、そのー



つ一つに前進して行きたい。或る場合は単なる揚

言に終るかも知れ君主い。叉時には間遣をｾかすと

ともあらう。然しその事によって、我々は始めて

次の時代の確立を祈念する事が出来るのである。

私は今君の新しい出殻を心から羨 しいと思ふ。

そして再び逢ふ日に君のたくましい殻展と抱負を

期待する。元気で御裕闘あらんととを。

( 角. 高ー築田建造氏が私の猿想、の人物でたにかっ

た友ら本名に於て名のられんととを。〉

( 集者は 住宅密聞大阪支所建敵部勤務3

中支に於! する建設

宮 閤
温

-
m

三年有量余に渉る中支生活より別れを告げて久し

振りで組閣の土を踏み、新聞で讃み又聞いてゐた

以上に園民各月号に緊張があれ 富余裕有 P げにと

の大戟宰を途行 ιしてゐるを晃、心から力強く感じ

ました。とのj伏況を第一線を守備してゐる戦友達

に聞かせたらどんなに喜とび意気百倍する事かと

思びました。

中支に於ける建設、目下決臨む年々を迎へ錠k

拍車が加へられ、増産へむ建設が行なはれ、i J I > ら

ゆる方面に多忙を極めてゐます。先づ建築方面.

週三年の戟踊に依って、破壊又は中絶中止されて

ゐた建物は着々と工事を開始してゐます。専ら建

築材料は這迭を一切受け歩、現地の建築は現地材

を以て詩すと云ふ建前に則とれ着々と使用建設

の運びを取ってゐまナ。大きな仕事はほとんど軍

の仕事で一定の期限を定められて行たはれてゐま

ナ。様式は全部木骨煉瓦造りでやられてゐます。

仕事は軍の手で設計されて、とれが現地の請負人

に請負され、叉信用の有る中闘人に請負されてゐ

まナ。目下り庭南京建設現飲は飽和紙態であるが

上 海.lffi: ロ湿り活況を呈してゐます。特に漢口 で

は大きな仕事が次々に行主主ばれてゐます。 IJ 、生は

専ら前線方前の建設計撃を幣常いた してゐました

ので、後方の細かい貼は知ら友いが‘ 材料受領其の

他の用件で、出張いたして来ます際軍司令部の建築

課k 長と話す際、次は何底にだと申し: てゐます。

最早や臨ひの駕めの建築- は一段落を告げ、文北建

設の得めの建築に鑓って行三てゐます。 IJ 、生の設

計したものに闘際供製部、中閣の闇劇をやる劇場

いす= れも十高闘の珠算を以てやりました。共の他

教育の復興につれて小率校建設が奥ムとれは漢

口より 三十里程離れた地に建てましたが延坪 540

坪のものを省政府と営地警備除と連絡の上直管工

事をいたしました。三階建木骨煉瓦構造の数字. を

備へたもので、天井はテックス張りで外接は淡縁

色りペンキ主主仕上とし防空K 劃して. 各階共避難

所を設けてあります。日本の燃に相官する臓が省

政府下に有れその腕政府の所在地では目下大IJ 、

それぞれに建設事業が行主主.はれてゐます。が小生

の機首は専ら施工方面でありま した寓め一つに見

皐り期を得ませんでしたが、竣工報告を見ますと

それぞれ立派友ガツチリした建物です。

都市計霊と道路り整備が盛んに行なはれてゐま

ナ。都市計叢は専ら支那奮市街が人事択が潤密いた

してゐます上に. 最近は空盟の度が増加いたして

来ました震に家屋訟に工場の分散疎開の叫ばれ、

とれが矯めに、腕嘗局と省政府首局と現地部隊の

警備に闘奥 し、持来の蛮展を期ナる上に於で都市

計霊が行2友kはれてゐまナ。大腫のE底E目下人ロ 5';高覧以

上を乞L冶

t怠主りれ. とれが規則の制定zをE見てゐまナ。がとうした

事:tに亡劃して、 ラとい支那の人謹に一朝一夕 K 浸潤

させる事は困難ですが. 鵬首局普及に努力いたし

てゐました。都市計霊は勝政府土木月IHt : 都市計軍

部を設け、都市計霊地方委員がー名省政府建設臆

より祇遣されてとれが部隊より祇遣された指導員

と連絡してやってゐます。都市計査の計霊は専ら

委員と現地部陵より出てゐる指導員( 建築又は土

ポの幕開皐を攻めた兵又は下士官〉とで立集計壷

され、とれを省政府と軍司令部、現地部隊に提出し

て許可が来れば工事をいたすととにたってゐます

が. 常に防空と云ふ事を第ーに眼目に置いて計霊

し施工し怠ければ主主りません。吾々が行ひました

3 9  XJ  



都市計霊経験は誠に未熟ですが大き友ものを二個

所行ひました。一個所は約30寓坪位の底を都市計

震いたし. 他の一個所は 50寓坪位のもので、どれ

も街生者s市に依る武装都市に計衝いたしました。

道路の改修など大々的に行なはれてゐ まず。支那

の道路は御存知の如く、一度雨が降るとぬかる事

国聞の虫nしで、す。とれが改修と補修工事は非常左足

らぬ困難がとも主主つてゐます。遁・路と平行して橋

襲の架設と披張改修と誠に閉まぐるしい建設を行

ってゐます。建築資材は恵まれて材料は豊富で、

煉瓦、瓦主主ど事かきません。石友君主ど落質友もの

が製造され、セメントは専ら上海、叉は南京製K 依

ってゐますが如何K 大工事ーをなさうとも不自由は

いたしません。釘、補強金物、銀筋等、戦前のも

のが現在まで持ち越されて、まだまだ前途程遠し

です。

繰返へされる空襲K 防空と云ふ事、防空壌の設

置、避難所、貨によく設けられ、立i反主主ものが設

けられガンとしてゐます。いづれ叉防空の事K 闘

しては容かせて，頃きますが、苔等として皐ぶべき

事が有ります。叉鎖、度受けた震際の昼態とその様

t亡、攻繋等に閲しては他日にいたします。

支那の建築技術者は目下非常に不足いたしてゐ

ます。とれは教育機関の不備にもよるが、今後の

建設を鴛ずに常り必要の事と思ひまナ。大工、左

官の技何は今後大いに日本技術者に依り指導しな

ければ君主ら友いと思ひます。誠に 1l U 文ですが白下

の中支の建設欣況をお知らせいたし、三年有絵の

間協舎より度々慰問の品々を頃きした事を厚く紙

上より御融申します。

「鍍者は蹄還勇士、元日大工高陸部教室研究室〉

XI 4 0  

- 36頁 よ り 積 く ー

菩が都市の現 11財ミらみると、選縫室の現地建設

も然るととながら、それは明白の聞に合はぬとし

℃、差官り者j¥市家屋の疎開と、之れによる人口の

疎散を念速断行の他 l亡途なしといふ可きだ。吾人

はf}.として敵の空爆を徒らに恐るるものではない。

併し、ｾに恐る可きを恐れ歩してＮ何等是れに劃

する遁切な封策をも行ひ得ぬといふに至つては沙

汰の限りで¥危険此の上なしだ。軍といはす京、官

といはす言、民と言はす京、一致協力の質を謹くし

て、 !都市人口の疎散を計' 0 今日の園難を最少限度

に除却するととに努め度い。( 了〉

合 い 住 宅 も 新 築 同 様 と な る

新 築 住 宅 に お 手 入 の い ら ぬ

食』D?皇室家屋薬察知ヱ

新築落成と同時κ 本所湖特@ピ

ツ液にて習を浮し木材量豊色の原因

となる樹液を耳j [ ! J 、主専のよをぜ

Y にて仕上の加工をナると完会

なる後色防止加工となり、優美

な艶を有しフキヨミの努を省き

頗る怒済的でナ。

女古家屋 ｅ 彩 ｦ 望書ｾ繁加工

古家もピソ液で洗望書すると新築

商事長とな P 、其の上を新築葵祭

加工と同事置の加工をずると前者

向者援の結果となる。

( 欄技術を要しますから糊)

の筒負1加工と致して居 P ます

大阪市天王寺爾東卒野町民了良三ー

l  美素工業T



常 務 曾 〈 祭19図J

時 10月4日午後5時35分- 6 時

所 本合別室

出席者理事松本I i l U合 長

領 事

常務中西主記、重E中主犯

IJ、称主計、図書堅主計

松久保主計、大下線

斡、小林繍斡

1. 事務員解僚主主に採用の件

2. 合員後衡

報 告

1. 由主E、除隊報告

常 務 舎ぐ告書20回J

時 10月18 日午後 5 時40分- 6

時30分

所 本合陳列場

出 席 者 連 事 竹 腰 則 合 長 、 松 本 高:U

合長

監 事 池 田 監 事

常 務 佐 藤 主 記 、 中 西 主 記

薮中主記、松久保主

計、伊藤続斡、大下

調斡‘ 小林続車ヰ

r.:τ  与~お: 口山.

渓長長訟泌絞ＩＺ会徒必［三廷必［転好 ｅ去三舎舎愈 Ｈｦ三 ＺｦＺｦ 鴻［三芯滋ミ芯汲汲鴻＿乏妥余総ま喜設気 ｩｩ迄 ｩｾ 滞殉滞甥婿婚Ｎ［ｪ以 o誌似m臼3慾
畠品孟正 Ｒ主［Ｚ ［伊叫，巴 Ｎ一 よ Ｍづ↓ＮＧ叫ＮＭ諸凶 ι 山一ム［川、ＢＩ［，［Ｎ νｾｾ 江工 Ｎ 以ニ ＺＭＭ .. 、

名 審 の 戟 死 者

舎 員

脚 上 等 兵 藤 本 肝 夫 君

1. 君は大J E7 年 4 月 1 日徳島蘇麻植郡川島田rtc生る。

1.昭和10年 3 月徳島際立工業事校建築科卒業後後JII 工務底を

総て大阪市建築課に勤務。

1. 悶 15年 9 月16 日本舎に入舎。

1. 大東豆殺勃没後前線に出動勇耳車中昭和17年 12月 8 日南方に

於て名審の験死を遂げらる。

1. 本舎は留守宅を訪ねて忠霊に香花を侠へ感謝の念を捧 F 。

主主に近影を掲げて冥繭を新 P厚.< 敬弔の1留を表ナ。

議 彦
|  泰山製陶所

1.11月例舎に閥ナる件 |  出 席 者 茨 木 久 義 氏 外27名

2.構造防災委員合よ D委員委帰方 I 1. 秋晴れの午後 1時30分一同官幣

要求の件

3. 昭和19年度設算編成に閥ナる件

4. 評議員合並に主主常総合開催K 側

する件

5. 合員詮衡

報 告

1. 9 月分合計報告

2. 大林庇長逝去に闘し隆般の件

3. 出征、入管、除隊報告

大阪舎努幹事曾〈告書 6 図〉

時 10月15 日午後 5 時30分- 6

時30分

所 本合別室

出 席 者 常 任 幹 事 中 野 、 三 浦

幹 事 河 湾 、 小 西 、 塁 、

安 田

協議事項

1目 11月行事に闘する件

来 郡 見 皐 舎

時 10月22 日午後1時30分 一7時

釘 稲荷車申除、陶磁器試厳所、

犬赴稲荷紳軍士. . t j l { / C集合軍士前に

於て皇2転勝士の武書E長久を祈願

の上徒歩にて1 E f i : 町の商工省陶

磁器紋験所に至 E 階上参考陳列

. l i . を概賞後集合室K 休懲

1. 午後 2 時30分山本京都幹事の紹

介によ D秋月間試隊所長よ E 陶

磁器主主に問所組織、現況の大華客

等につき車庫演< b ll : 1 k で保野技師

よP ー鮫作業の行程κ 関 iし懇切

なる段明を際取次で松井京都幹

事よ P 一同を代表して鉛僻を迷

ぶ夫れよ P 保野技師の案内 K よ

P第 1部よ P 第 4 部主主所内限な

く見書匹各郎主任技師よ P も詳細

なる紙切及質疑に苦手I し底答あ P

一向陶器κ 闘する智践を新にし

且ヲ問所の研究が時局向} 亡日夜

遁主主されつ. l o. ; t ，る ζ とに感滋し

つつ 4時20分間断の見隼を量生 P

僻去す
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1. 折柄の時雨は晴れたるも京の街

はさナがに梢冷主主を後へ且つ秋

天の日足の早き K 一向次の見書Z

K 思はず歩みも活活費正な P午後

4時35分犬石橋泰山製附所に入

F 二階! J I ! 接室に於て小憩後隣室

賢建けのJ l f i i C 一同のために特別単

備されたる素焼湯呑の衆E患に各

自特意の腕を揮ひ暫し級事買の境

K 入 P 思はず自作に微苦笑をな

しつつ工場内見患を了し午後 5

時40分間所を僻し一路京都E事務

ホテル問ｾｊｪ庁食堂に到着

1. 午後 6 時一同夕食i C g ! f 腹を充た

し本自の見寧に満足の趨に薮中

幹事長よ P 京都幹事各位並に参

加合員 K 鎗僻を述べ且つ今後の

協力を切望して午後 7時無事終

了一同解鮫ナ

ｾ祭座見事舎

時 10月23 日午後3時30分--9時

所 四 ' y 橋文祭座

出 席 者 井 上 一 雄 氏 外29名

1.牛後 3時30分頃よ P文祭主l 1: i C集

合一間二階庚聞に於て休憩

1. 午後 4 時三浦常任幹事よ P 柄 竹

紋十郎氏を一同K 紹介、同氏は

人形を JJI! 用して文祭JA起原、人

形使の後遺、勤行、人形の使方

茶他に闘し耽十年に亘る綾験を

基礎に約一時間懇切なる税関あ

P一同人形に関ナる m鹿島を新に

ナ

1. 午後 5 時よ P一階指定席κ 於て

向感夜の普容を観劇、一幕終了後

食堂別席にで夕食を喫し宮l綴き

終幕までI i 劇午後 9時終演と同

時に一同随意解盟主ナ

編 給 総 事 曾 ( 告 書11回〉

時 10月25 日午後 6時一 7 時 令

所 集合室

出 席 者 幹 事 長 小 林

常 務 伊 藤 、 大 下

幹事中野、帯弁、 ｾ｛ｉ 口、足

XI  4. 2 

議 事

1.12月鋭原稿依積先督促妖褒主主の

件

Ｑ 凸版腹止の ｾｪ 策 ｋ 就て

1. 新生存銃原稿依額先及裳蹟考案K

就て

1. 雑誌の組方K 就て

曾 員 動 静

仁三二一一!_J

金 員

大畠義雄君肺戸市林間m : 絢祭園丁

1 の 5 の 1 ( 自答〉

木 下 佐 一 君 西 宮 市 中 須 佐 町58 (  

阪紳念行電鎗徐式合

紅土木部建築課〉

地 方 舎 員

片 山 茂 君 洲 本 市 山 下 町 甲841

( 洲本市役所建築課〉

特別賛助員

JII 上 来 三 君 芦 屋 市 打 出 下 川 陳 情

( 松尾橋梁徐式舎前土〉

降 旗 太 郎 君 高 崎 市 新 田 町59 ( 建

築材料飯事宣業〉

宮本徳一君住吉区紫谷町" 35の 1

( 犬倉土木徐式合世

作業所〉

八尾正次君住吉m : 粉君主東之町 4

の13

小泉嘉四郎君 大分男子: 今津留央演ili

施設部大分工事々務

所

工 藤 潔君静岡県草椿原郡a : r初回

村大i翠阪( 積須賀海

軍施設部大井工事々

務所〉

1 i { 吉良之君埼玉野λ 閃郡豊岡町

( 陸1 I L 航空士官事校内

松村組豊岡出張所J
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